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「
こ
こ
ろ
」を
つ
な
ぐ
た
め
に

広報わかざくら　平成30年12月号

お
互
い
を
理
解
し
、
つ
な
が
る
手
段

　
新
し
く
活
動
に
参
加
し
よ
う
と
す

る
と
き
、
ど
う
や
っ
て
周
り
の
人
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
か

な
と
考
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、

お
互
い
を
理
解
す
る
た
め
に
意
思
疎

通
を
図
り
、
仲
間
と
し
て
つ
な
が
り

を
持
つ
た
め
の
大
切
な
手
段
で
す
。

　
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手

段
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
り

ま
す
。

大
切
な
言
語
の
ひ
と
つ

　
み
な
さ
ん
は
手
話
を
使
っ
て
話
を

し
て
い
る
人
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。

　

講
演
会
や
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス

で
、
手
話
通
訳
を
す
る
人
を
目
に
し

た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

手
話
は
、
日
本
語
や
英
語
な
ど
の
音

声
言
語
と
同
じ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
た
め
の
手
段
の
ひ
と

つ
で
す
。

　
ろ
う
者
（
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る

人
の
う
ち
、
手
話
を
第
一
言
語
と
し

て
い
る
人
）
が
お
互
い
の
気
持
ち
を

理
解
し
合
い
、
最
も
自
然
で
自
由
に

会
話
が
で
き
る
「
言
葉
」
と
し
て
大

切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

手
話
へ
の
理
解
を
高
め
る
た
め

　
平
成
23
年
に
改
正
さ
れ
た
障
害
者

基
本
法
で
「
す
べ
て
の
障
害
者
は
、

可
能
な
限
り
、言
語
（
手
話
を
含
む
）

そ
の
他
の
意
思
疎
通
の
た
め
の
手
段

に
つ
い
て
、
選
択
の
機
会
が
確
保
さ

れ
る
と
と
も
に
、
情
報
の
取
得
又
は

利
用
の
た
め
の
手
段
に
つ
い
て
の
選

択
の
機
会
の
拡
大
が
図
ら
れ
る
こ

と
」
と
さ
れ
、
手
話
が
言
語
で
あ
る

こ
と
が
法
的
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
今
年
３

月
、「
桜
井
市
こ
こ
ろ
つ
な
が
る
手

話
言
語
条
例
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
は
、
手
話
へ
の
理
解
を

高
め
、
手
話
を
必
要
と
す
る
人
が
い

つ
で
も
自
由
に
使
う
こ
と
が
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

桜
井
市
で
は
、
個
性
を
尊
重
し
合
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
社
会
、
そ
し
て
、
地
域
の
中
で
支
え
合
い
、
共

に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
歩
み
寄
る
気
持
ち
で
そ
れ
ぞ
れ
に
で
き
る
こ
と
と
で
き
な
い

こ
と
が
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
。
ま
た
、
お
互
い
支
え
合
う
こ
と
で
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
誰

も
が
活
躍
で
き
、
共
に
生
き
る
社
会
の
実
現
が
目
指
せ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

　
12
月
３
日
～
９
日
は
「
障
害
者
週
間
」
で
す
。
こ
の
週
間
を
機
に
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

手話奉仕員養成講座の様子
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社
会
に
参
加
し
や
す
く

　
県
が
認
定
し
た
資
格
を
持
つ
手
話

通
訳
者
を
、
市
は
申
請
内
容
に
基
づ

き
、
無
償
で
派
遣
し
て
い
ま
す
。
社

会
福
祉
事
務
所
に
は
、
専
任
の
手
話

通
訳
者
を
平
日
毎
日
配
置
し
、
聴
覚

障
が
い
者
の
支
援
に
関
わ
っ
た
り
、

手
話
通
訳
者
の
派
遣
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

会
議
や
集
会
で
の
発
言
内
容
を
、
手

書
き
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
そ

の
場
で
伝
え
る
要
約
筆
記
者
の
派
遣

も
無
償
で
行
っ
て
い
ま
す
。
す
べ
て

の
聴
覚
障
が
い
者
が
手
話
を
使
え
る

と
は
限
ら
な
い
た
め
、
こ
ち
ら
も
大

事
な
取
り
組
み
で
す
。
筆
記
者
も
、

県
認
定
の
要
約
筆
記
者
の
資
格
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と
す

る
際
の「
障
害
」が
減
り
、
社
会
参

加
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
、
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

を
開
い
て
お
り
、
現
在
19
名
が
入
門

編
を
受
講
し
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座

は
、
桜
井
市
聴
覚
障
害
者
協
会
と
手

話
サ
ー
ク
ル
さ
く
ら
会
と
の
協
働
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
に
手

話
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
こ
の

輪
が
今
後
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
よ

う
、
協
働
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
講
座
は
毎
年
５
月
に
始
ま
り
、
年

間
を
通
し
て
23
回
で
す
。
来
年
は
、

３
月
頃
に
広
報
「
わ
か
ざ
く
ら
」
で

受
講
生
を
募
集
す
る
予
定
で
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
に

　
聴
覚
障
が
い
を
持
つ
人
が
暮
ら
し

や
す
い
社
会
に
な
る
た
め
、
今
回
の

条
例
が
制
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が

ゴ
ー
ル
に
な
る
わ
け
で
は
、
決
し
て

あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
を
機
会
に
理
解
が
高
ま
り
、

手
話
が
さ
ら
に
普
及
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
誰
も
が
助
け
合
い
な
が
ら

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。
昨

聞こえが不自由な人への配慮を表
すマーク。このマークを提示され
た場合は、「聞こえない」または「聞
こえにくい」ことを理解し、コミュ
ニケーション方法を確認して、伝
える努力をしましょう。

耳マーク

障がいの有無に関わらず、誰もが
暮らしやすい社会の実現のため、
障がいの特性や手助けの方法を理
解し実践すること。あいサポー
ター研修を受けると、このバッジ
がもらえます。

あいサポート運動

手話を表す形と手の動きを表現。
聴覚障がい者がコミュニケーショ
ンの配慮を求めるときに使用した
り、公共施設、店など対応可能な
場所で掲示されます。

手話マーク

相互に紙に書くというコミュニ
ケーションを表現。手話マークと
共に全日本ろうあ連盟が作成しま
した。筆談を必要とする人に対し、
対応できることを示しています。

筆談マーク

知っていますか？
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市
内
に
住
む
ろ
う
者
の
芳
本
光

司
さ
ん
は
、企
業
に
勤
め
な
が
ら
、

パ
ン
ト
マ
イ
ム
の
活
動
を
し
て
全

国
を
回
っ
て
い
ま
す
。

　
パ
ン
ト
マ
イ
ム
と
は
、
言
葉
を

使
わ
ず
、
身
振
り
や
表
情
だ
け
で

表
現
す
る
演
劇
の
こ
と
。
聞
こ
え

る
人
も
聞
こ
え
な
い
人
も
、
同
じ

ス
テ
ー
ジ
を
見
て
同
じ
よ
う
に
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

パ
ン
ト
マ
イ
ム
と
の
出
会
い

　
ろ
う
学
校
の
高
等
部
３
年
生
の

と
き
、
学
校
を
訪
れ
た
ド
イ
ツ
の

パ
ン
ト
マ
イ
ム
の
演
者
を
初
め
て

見
て
、
芳
本
さ
ん
は
釘
付
け
に
な

り
ま
し
た
。「
そ
れ
ま
で
よ
く
見

に
行
っ
て
い
た
劇
よ
り
わ
か
り
や

す
く
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
口
話

法
で
役
者
の
言
葉
を
必
死
に
理
解

し
よ
う
と
し
な
く
て
も
良
か
っ
た

し
、
衝
撃
で
し
た
」
と
芳
本
さ
ん

は
手
話
で
当
時
の
こ
と
を
振
り
返

り
ま
す
。
単
に
「
お
も
し
ろ
か
っ

た
」
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
自

分
も
「
や
っ
て
み
た
く
な
っ
た
」

と
言
い
ま
す
。

　
ち
ょ
う
ど
翌
年
、
パ
ン
ト
マ
イ

ム
の
体
験
教
室
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、
さ
っ
そ
く
入
門
し
ま
し
た
。

19
歳
で
始
め
た
大
阪
パ
ン
ト
マ
イ

ム
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
は
、
今
年

で
40
年
目
。
こ
れ
ま
で
演
じ
て
き

た
ス
テ
ー
ジ
は
、
海
外
25
か
国
を

含
ん
で
、
５
０
０
か
所
以
上
に
も

な
り
ま
す
。

演
技
に
魅
了　

　
芳
本
さ
ん
は
、
喜
劇
王
チ
ャ
ー

リ
ー
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
映
画
も

好
き
で
、
小
学
生
の
頃
に
出
会
っ

て
以
来
、
何
度
も
繰
り
返
し
見
て

い
ま
す
。
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
が
出
演

し
た
作
品
の
多
く
は
サ
イ
レ
ン
ト

映
画
と
呼
ば
れ
、
セ
リ
フ
や
音
楽

が
一
切
入
っ
て
い
な
い
も
の
。
大

げ
さ
に
も
見
え
る
コ
ミ
カ
ル
な
演

技
は
、
聴
覚
障
が
い
の
友
人
か
ら

学
ん
だ
手
話
や
身
体
の
動
き
を
参

考
に
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
見
た
人
を
笑
顔
に
す
る
演
技
に

魅
了
さ
れ
、
ポ
ス
タ
ー
や
人
形
な

ど
芳
本
さ
ん
が
集
め
た
グ
ッ
ズ
は

約
８
０
０
点
に
も
な
る
そ
う
で

す
。

こ
れ
か
ら
の
楽
し
み

　
パ
ン
ト
マ
イ
ム
を
始
め
て
40
年

が
経
っ
て
も
、
ま
だ
学
び
途
中
。

来
年
、
定
年
を
迎
え
て
時
間
に
余

裕
が
で
き
る
た
め
、「
今
後
は
、

ゆ
っ
く
り
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
映
画

を
見
た
り
、
ニ
ュ
ー
ス
や
世
間
で

流
行
っ
て
い
る
も
の
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
演
劇
の
ネ
タ
や
オ
チ
を

い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
話
し
ま
す
。

　
芳
本
さ
ん
の
ま
わ
り
に
は
、
こ

れ
か
ら
も
楽
し
い
こ
と
が
溢
れ
て

い
ま
す
。

パントマイムの活動（左が芳本さん）

聞
こ
え
て
も
、
聞
こ
え
な
く
て
も

同
じ
よ
う
に
楽
し
め
る
世
界
が
あ
る

福祉分野でも
スムーズな対応を

桜井市聴覚障害者協会
会長　　西手基雄さん

　市と聴覚障害者協会と手話サークルの三者で
議論を重ね、案を出し合って、桜井市こころつ
ながる手話言語条例が完成しました。大変でし
たが、「心をつなぎ、手話を使うすべての人のコ
ミュニケーションの元になってほしい」という
思いを込めました。
　介護の現場など、今後さまざまな福祉分野で
手話が必要になることが増えると予想されます。
社会のどんな場所でも思いを伝えることができ、
スムーズに対応してもらえたらと思います。

多くの人に
手話を学んでほしい

手話サークルさくら会
会長　北村嘉津代さん

　さくら会は、1974 年にできた手話サークル
です。昔、テレビドラマでろう者が取り上げら
れたときは、養成講座にもサークルにも手話を
習いたいという人がたくさんいました。でも、
ブームが去ったら終わり。
　ただの「お稽古ごと」ではなく、続けて手話
を学んでもらい、手話通訳者として市に登録し
てもらえるような人材を育てたいです。そして、
英語や中国語で話す人がいるように、手話で話
すことも当たり前の社会になればいいですね。
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気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
に

　
手
話
を
使
い
な
が
ら
日
常
生
活

を
送
っ
て
い
る
ろ
う
者
の
人
と
同

じ
よ
う
に
手
話
を
駆
使
し
、
会
話

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
簡
単

で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
手
話
が
で
き
な
い
か

ら
と
言
っ
て
逃
げ
る
の
で
は
な

く
、
口
の
形
を
読
み
取
れ
る
よ
う

ゆ
っ
く
り
大
き
く
話
し
た
り
、
手

の
ひ
ら
や
空
中
に
文
字
を
書
く
な

ど
、
聞
こ
え
な
い
人
に
出
会
っ
た

と
き
は
、
で
き
る
方
法
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と
し
て

く
だ
さ
い
。

　

手
話
だ
け
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
手
段
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
相
手
が
誰
で
あ
っ
て
も
、
ま

ず
は
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と
す
る

こ
と
が
大
事
で
す
。

　

そ
の
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
、

手
話
も
ひ
と
つ
の
言
語
と
認
識

し
、
簡
単
な
あ
い
さ
つ
や
言
葉
だ

け
で
も
知
っ
て
い
る
と
、
誰
か
と

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
あ
な
た
の
「
こ
こ
ろ
」
と
誰
か

の
「
こ
こ
ろ
」
を
つ
な
ぐ
た
め
、

ぜ
ひ
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

ありがとう 好き

右手の親指と人差し指を開いてあごの下に当て、
前に出しながら指を閉じる。

手話

両手の人差し指を横に伸ばして向かい合わせ、回
転させる。

C

C

楽しい

両手の手のひらを胸の前で交互に上下へ動かす。

こんにちは

右手人差し指と中指を
顔の中央に立てて、時
計の正午を表す。

両手の人差し指を向か
い合わせ、お辞儀をす
るように同時に曲げ
る。

ιι
はじめまして

左手の甲あたりから下
に向けた右手のひらを
はね上げると同時に人
差し指を伸ばす。

向かい合わせにした人
差し指を両脇から近づ
ける。

右手の手のひらを立て
て、同時に頭を下げる。

左の手の甲を１回叩
き、右手を上に上げる。
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Sakurai Information  +

問　埋蔵文化財センター（ 42‐6005） 問　教育委員会総務課施設係（ 42‐9111内線 604）

ガ バメントクラウドファンディング
とは、自治体が抱える課題解決の

ため、ふるさと納税の寄附金の「使いみち」
を、より具体的にプロジェクト化し、共感した人から寄
附を募る仕組みです。
　現在、市内すべての小中学校の普通教室へエアコンを
設置するために取り組んでいます。子どもたちが快適・
安全に学習できる環境整備のため、エアコン設置プロジェ
クトを実施し、広く寄附を募集しています。
　市内に住んでいる人も、桜井市に対して寄附をするこ
とができます。プロジェクト成功のため、温かい支援を
お願いします！
寄附を申込むには…
�申込方法

・ふるさとチョイス寄附募集ページから
　（右のQRコードから申込みができます）
・�税務課収納管理係ふるさと寄附金担当窓口（本庁１階⑥）
で直接申込み
�募集期限　平成 31年２月24日㊐まで　

埋蔵文化財センター企画展
「桜井の墨書土器」

発 掘調査でみつかる土器の中には、「墨書土器」と呼
ばれる墨で文字が書かれたものがあります。これ

らには、それぞれの製作や使用に関わった多くの人々の
思いが込められています。
　今回の企画展では、写真にあるような『□家』と書か
れた墨書土器のほかに、桜井市で出
土した色々な墨書土器を展示します。
この機会に桜井市立埋蔵文化財セン
ターに来場し、実際に墨書された文
字をみて、その文字の意味を探って
みてください。

�日時　12月５日㊌～平成 31年４月14日㊐
　　　　午前９時～午後４時 30分（入館は午後４時まで）
�場所　埋蔵文化財センター１階展示収蔵室
�費用　一般 300円、小・中学生 150円

　　　　（団体割引あり、市内小・中学生は無料）
�休館日　月・火曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）、
年末年始（12月 28日～平成 31年1月 4日）

学校へのエアコン設置の寄附金を
ガバメントクラウドファンディングで募集中！

問　社会教育課生涯学習振興係（ 42‐9111内線 608）

2019（平成31）年成人式

問　児童福祉課児童福祉係（ 42‐9111内線 281）

ひとり親家庭の自立支援と給付制度

高等職業訓練促進給付金等事業
生活の安定のための資格取得を推進するため、養成訓練の
受講期間のうち、一定期間給付金を支給します。
�対象　市内在住で、2年以上のカリキュラムを修業する
ことを予定するひとり親家庭の親
�資格　看護師、准看護師、介護福祉士、保育士、理学療法士、
作業療法士、管理栄養士、社会福祉士、歯科衛生士、理・
美容師等（市長が地域の実情に応じて定めるもの）
�支給期間および支給額　修業中の全期間（上限 3年）
市民税非課税世帯 10万円、市民税課税世帯 7万 500円

自立支援教育訓練給付金事業
家庭の自立を促進するため、受講費用の一部を給付します。
�対象　ひとり親家庭の親
�対象となる講座　雇用保険制度による教育訓練給付の指
定教育訓練講座など
�支給額　受講のために支払った費用の60％に相当する額
（上限 20万円、下限 1万 2千円）
※�申請には、事前相談が必要ですので、受講前に必ず相談
してください。また、どの事業にも受給要件があります。

�日時　平成 31年１月14日㊊㊗
〈受付〉午前９時 30分～
〈開会〉午前 10時～（式典は約 1時間）

�場所　市民会館
�対象　平成 10年４月２日～平成 11
年４月１日に生まれた人

※�該当者のうち、12月 1日時点で本
市に住民登録をしている人には案
内ハガキを送付しますので、当日持参してください。
��内容　式典、抽選会等の記念行事（企画：成人式実行委
員会）

※�当日は、できる限り華美にならない服装で出席してく
ださい。

　今までに、仕事や病気など諸事情で成人式に参加でき
なかった人で、今回の成人式に参加を希望する人は、ハ
ガキまたは FAXに「平成 31年成人式参加希望」・住所・
氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を記入のうえ、12 月
14 日㊎〈必着〉までに、社会教育課（〒633‐8585 大
字粟殿 202・FAX45‐0962）へ送付してください。

『□家』と書かれた皿
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問　総務課文書広報係（ 42‐9111内線 324） 問　行政経営課（ 42‐9111内線 256・257）

　

第 6次桜井市総合計画を策定す
るにあたり、市民からの幅広

い意見を反映するため、桜井市総合
計画審議会公募委員を募集します。
　公募委員の人には、市議会議員や学識経験者など、市
が選任した委員と共に、総合計画に関する重要事項につ
いて審議していただきます。
定員　4名
�応募資格　市内在住の満 18歳以上（平成 31年１月１
日現在）で、平日昼間に開催する審議会に参加できる人
（国または地方公共団体の議員および公務員を除く）。
�任期　平成 31年２月～平成 32年８月頃

※任期中 10回程度の会議を予定しています。
�応募方法　12月 3日㊊～ 25日㊋までに所定の応募用
紙に必要事項を記入のうえ、行政経営課（〒633‐8585
大字粟殿 432‐1）へ郵送または直接持参して提出

※�募集要項・応募用紙は、市ホームページでダウンロー
ドするか（右のQRコードからアクセスで
きます）、行政経営課窓口で交付しています。
　

桜井市総合計画審議会の
公募委員を募集します

問　税務課市民税係（ 42‐9111内線 541・542）

個人住民税の特別徴収による納付の
推進に取り組んでいます

所 得税の源泉徴収義務がある事業者は、すべての従
業員の個人住民税を特別徴収しなければならない

こととなっています。事業者や従業員の意思による徴収
方法の選択はできません。
　また給与支払者には、すべての従業員の給与支払報告
書を市区町村に提出することが義務付けられています。
退職者で総支給額が 30万円以下の場合は提出が義務付け
られていませんが、公正な所得把握のため提出をお願い

します。
　退職者など特段の理由がある場合には、普通徴収が認め
られます。なお、次の理由に該当する場合には別途切り替
え手続きが必要です。　
◆�給与の支払が不定期（支払が毎月で
ない、日払い等）

◆給与が少なく税額を引ききれない
◆他の事業所で特別徴収される

市
区
町
村

事
業
者

従
業
員
等

特別徴収税額の通知
（5月31日まで）

税額の徴収 （給与天引き）
（６月～翌年5月支給分まで）

給与支払報告書※の提出
（1月31日まで）

税額の納入
（翌月10日まで）

特別徴収税額の通知
（5月31日まで）

（
桜
井
市
）

（
特
別
徴
収
義
務
者
）

（
納
税
義
務
者
）

②
特
別
徴
収
税
額
の
計
算

①

③

⑥

④

⑤

※�従業員が常時10名未満の事業者には、申請に
より納期を年２回とする制度があります。

※�近畿 2府 4県内すべての市区町村で、個人住民税の特別徴収義務の履行を徹底すべく取り組んでいます。

市 の将来についてみなさんと意見交換を行い、今後
の市政運営の参考とさせていただきます。　

日時　平成 31年　

　　２月16日㊏
　　　　午後 1時 30分～ 3時
　　　　（受付開始：午後 1時～）
場所　市立図書館研修室１
�内容　市長から市政について説明、意見発表者の発言等
�対象　市内在住・在勤・在学している人
定員　280名（先着順）
�申込方法　住所・氏名・電話番号を記入のうえ、ハガ
キ、ＦＡＸまたは下記ＱＲコードから総務課（〒 633‐
8585 大字粟殿 432‐1・FAX42‐2656）へ。参加票を
郵送しますので、会場受付で提示してください。

※�意見発表者として参加を希望する場合は、申込時、テー
マを絞ったうえで意見概要を添えて申込んでください。
なお時間の都合上、発表者を限らせていた
だきますので、予めご了承ください。
申込締切日　平成31年1月11日㊍《必着》

市民のみなさんの声を市政へ 
市民フォーラムを開催します
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定
例
会
の
概
要

　
平
成
30
年
９
月
定
例
会
は
、
９

月
３
日
㊊
～
27
日
㊍
ま
で
の
25

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は

◇
報
告
案
件
・
・
・
・
・
・
２
件

◇
平
成
29
年
度
決
算
認
定
等

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
８
件

◇
平
成
30
年
度
補
正
予
算

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
件

◇
条
例
の
制
定 

・
・
・
・
・
３
件

◇
条
例
の
一
部
改
正 

・
・
・
２
件

◇
条
例
の
廃
止
・
・
・
・
・
２
件

◇
市
道
の
認
定
・
・
・
・
・
７
件

　
を
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
決

議
、
意
見
書
２
件
可
決
、
議
員

派
遣
の
件
可
決
、
専
決
処
分
１

件
・
人
事
案
件
３
件
の
同
意
お

よ
び
承
認
を
行
い
ま
し
た
。

平成 30 年 12 月 1日発行　№ 188

平
成
29
年
度
決
算
を
認
定

財
政
調
整
基
金
等
の
取
り
崩
し
を
行
い

　
　
　
　
　
　

実
質
収
支
黒
字
を
確
保
！

さくらい
市議会だより

平成 30 年９月定例会報告

定例会の概要・トピックス…………………8
議案の議決結果………………………………9
決算特別委員会・常任委員会………10 ～ 11
代表・一般質問・お知らせ…………12 ～ 13
特 集 …………………………………………14

作品名　「朝倉台から望む夕焼け」
撮影者　桜井市粟殿　上原さん（中学1年生）

主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　 主 な 議 案 の 議 決 結 果

豪
雨
災
害
義
援
金

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
謹
ん
で
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
桜
井

市
議
会
議
員
一
同
は
、
被
災
さ

れ
ま
し
た
皆
様
を
支
援
す
る
た

め
、
全
国
市
議
会
議
長
会
を
通

じ
、
義
援
金
50
万
円
を
お
送
り

い
た
し
ま
し
た
。
被
災
地
の
早

期
の
復
旧
・
復
興
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　 　 主 な 議 案 の 議 決 結 果

用
語
解
説

財
政
調
整
基
金

　
地
方
公
共
団
体
が
年
度
を
越

え
た
変
動
に
備
え
て
積
み
立
て

る
基
金
の
こ
と
。
財
源
に
余
裕

の
あ
る
時
に
積
み
立
て
て
お

き
、
災
害
等
や
む
を
得
な
い
理

由
で
財
源
不
足
が
生
じ
た
年
度

に
活
用
す
る
。

実
質
収
支

　

単
年
度
の
収
入
と
支
出
の
差

額
か
ら
翌
年
度
に
繰
り
越
す
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
る
財
源
。
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議案番号 件　　名 概　　　要 議決結果

認第 1 号
（決算特別委員会）

平成 29 年度桜井市一般会計歳
入歳出決算認定について

歳入決算額 248 億 5,566 万 7,393 円（翌年繰
越分含む）　歳出決算額 245 億 964 万 4,578 円

認　定
（賛成全員）

認第 2 号～
認第 7 号

（決算特別委員会 )
平成 29 年度桜井市各特別会計
歳入歳出決算認定について

下水道事業、住宅新築資金等貸付金、国民健康
保険、駐車場事業、介護保険、後期高齢者医療

認　定
（賛成全員）

議案第 46 号
（決算特別委員会 )

平成 29 年度桜井市水道事業会
計剰余金の処分及び決算の認
定について

地方公営企業法第 32 条第 2 項の規定に基づく
平成 29 年度桜井市水道事業会計決算に伴う剰
余金の処分を行う

可決・認定
（賛成全員）

議案第 47 号
（総務委員会 )

平成 30 年度桜井市一般会計補
正予算（第 2 号）

まほろばセンター費でエルト桜井２階リニュー
アル後の管理運営等にかかる所要額

可　決
（賛成全員）

議案第 49 号
（文教厚生委員会 )

桜井市地域子育て支援拠点設
置条例の制定について

地域における子育て世代の親子の交流等を促進
する子育て支援拠点を設置するため、条例を制
定する

可　決
（賛成全員）

議案第 50 号
（文教厚生委員会 )

桜井市市民活動交流拠点設置
条例の制定について

桜井市内における市民活動の活性化と協働によ
るまちづくりを推進する拠点を設置するため、
条例を制定する

可　決
（賛成全員）

議案第 51 号 桜井市井寺池休憩所条例の制
定について

井寺池南側において ｢農村周遊自転車ルート整
備事業桜井地区休憩スポット｣ が完成し、奈良
県から譲与されたため、条例を制定する

可　決
（賛成全員）

議案第 52 号
（文教厚生委員会 )

桜井市まほろばセンター条例
の一部改正について

まほろばセンターを地域住民のための多世代交
流の場とするため、当該条例の一部改正を行う

可　決
（賛成全員）

議案第 53 号 桜井市倉橋溜池ふれあい公園
条例の一部改正について

倉橋溜池ふれあい公園に係る行為の制限、禁止
等、公の施設としての維持管理について、当該
条例の一部改正を行う

可　決
（賛成全員）

議案第 54 号 桜井市活き生き広場条例の廃止
について

活き生き広場を設置していた建物の閉館に伴
い、当該条例を廃止する

可　決
（賛成全員）

議案第 55 号 桜井市商業者育成支援センター
設置条例の廃止について

桜井市商業者育成支援センターを設置している
施設のリニューアルに伴い、当該条例を廃止する

可　決
（賛成全員）

議案第 56 号～
議案第 62 号

（産業建設委員会）
市道路線の認定について

道路法第８条第１項の規定に基づき市道路線を認
定することについて、同条第２項の規定により、
議会の議決を求めるもの

可　決
（賛成全員）

発議案第 3 号 2025 年国際博覧会の誘致に関
する決議について

市議会は国際博覧会の開催を支持するとともに、
誘致実現に向けた国内機運の醸成など 2025 日本
万国博覧会誘致委員会の誘致活動を支援し、協力
する

可　決
（賛成全員）

発議案第４号
児童虐待防止対策のさらなる
強化を求める意見書の提出に
ついて

提出先　内閣総理大臣、厚生労働大臣
　　　　文部科学大臣、総務大臣
　　　　国家公安委員長

可　決
（賛成全員）

発議案第５号 議員派遣の件 行政視察　総務委員会所属議員
　　　　　産業建設委員会所属議員

可　決
（賛成全員）

同　第３号 教育委員会委員の任命につき
同意を求めることについて 朝倉台西　浅田　錦治 同　意

（賛成全員）

同　第 4 号 公平委員会委員の選任につき
同意を求めることについて 大字外山　大倉　孝之 同　意

（賛成全員）

諮　第３号 人権擁護委員候補者の推薦に
ついて 大字橋本　中ノ瀬　義文 承　認

（賛成全員）

その他の議案については、議会ホームページに掲載していますので、是非ご覧ください。
(http://www.city.sakurai.lg.jp/sosiki/gikaijimukyoku/index.html）

主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　 主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　 主 な 議 案 の 議 決 結 果
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 決 算 特 別 委 員 会 ・ 常 任 委 員 会

委
員
会
審
査
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

（
平
成
30
年
９
月
18
日
開
催
）

決
算
特
別
委
員
会
（
８
名
で
構
成
）

　

委
員
長　
　
東　
　
俊
克

　
副
委
員
長　
大
園　
光
昭

　
委　
員　
　
井
戸　
良
美

　
　
〃　
　
　
工
藤　
将
之

　
　
〃　
　
　
我
妻　
力

　
　
〃　
　
　
藤
井　
孝
博

　
　
〃　
　
　
岡
田　
光
司

　
　
〃　
　
　
札
辻　
輝
巳

問�　
本
年
度
も
本
市
は
、
非
常
に
厳
し
い
財

政
状
況
下
で
の
決
算
と
な
っ
た
が
、
決
算

上
繰
越
金
等
が
多
額
な
補
助
金
団
体
に
対

し
、
ど
の
よ
う
な
見
直
し
を
図
っ
た
か
。

指
針
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
一

層
の
精
査
を
願
う
。

答�　
平
成
28
年
５
月
に
補
助
金
見
直
し
に
関

す
る
指
針
を
策
定
し
、
補
助
対
象
経
費
等

の
明
確
化
、
剰
余
金
・
繰
越
金
の
取
り
扱

い
等
、
計
６
点
を
重
点
項
目
と
し
て
、
外

部
評
価
委
員
も
加
え
、見
直
し
を
図
っ
た
。

問�　

市
民
も
本
市
の
財
政
が
厳
し
い
の
は

重
々
承
知
し
て
い
る
が
、
新
庁
舎
建
設
等

を
理
由
に
、
市
民
の
要
望
が
届
か
な
い
よ

う
で
は
、
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

答�　
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
で
は
あ
る
が
、

そ
の
中
で
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力

す
る
こ
と
が
、
一
番
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

問�　
イ
オ
ン
撤
退
後
の
企
業
誘
致
は
進
ん
で

い
る
の
か
。
で
き
る
だ
け
早
急
に
結
果
が

で
る
よ
う
取
り
組
み
を
願
う
。

答�　

イ
オ
ン
撤
退
後
、
地
元
地
権
者
に
よ　

る
組
合
は
解
散
し
た
が
、
地
元
区
長
や
地

権
者
に
よ
る
誘
致
活
動
は
継
続
さ
れ
て
お

り
、
市
と
し
て
も
企
業
者
に
対
し
、
積
極

的
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

平
成
30
年
度
桜
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）（
抜
粋
）

問�　
母
子
保
健
衛
生
費
国
庫
補
助
金
を
活
用

し
た
臨
時
職
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
国

庫
負
担
あ
り
き
の
計
画
か
。

答�　
産
前
産
休
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
お
け
る

助
産
師
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
当
初
よ
り

計
画
し
て
い
た
。

問�　
市
民
会
館
な
ど
に
設
置
さ
れ
る
ト
イ
レ

の
洋
式
化
率
は
、
全
設
置
数
に
対
し
、
半

数
程
度
に
な
る
よ
う
願
う
。

答�　

和
式
も
残
し
つ
つ
、
洋
式
化
率
は
約

50
％
と
考
え
て
い
る
。

問�　
記
録
的
な
猛
暑
が
続
い
た
今
夏
、
他
の

自
治
体
で
は
エ
ア
コ
ン
設
置
の
た
め
の
予

算
が
計
上
さ
れ
る
な
ど
、
喫き

っ
き
ん緊

の
課
題
と

し
て
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
市

に
お
い
て
、
今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ

れ
な
か
っ
た
の
は
、
な
ぜ
か
。

答�　
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
は
、
市
と
し

て
も
優
先
課
題
で
あ
り
、
国
や
県
の
動
向

を
見
据
え
、
事
業
手
法
を
選
択
・
検
討
を

し
た
い
と
考
え
る
。
来
年
７
月
に
は
整
備

で
き
る
よ
う
財
源
の
確
保
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問�　
昨
年
の
台
風
21
号
に
よ
る
爪つ

め
あ
と痕

が
未
だ

に
残
っ
て
い
る
。
復
旧
作
業
は
県
や
市
が

分
担
し
な
が
ら
継
続
さ
れ
て
い
る
が
、
状

況
は
ど
う
か
。

答�　

昨
年
の
台
風
21
号
に
伴
う
災
害
復
旧

は
、
林
地
崩
壊
防
止
対
策
と
し
て
、
事
業

を
進
め
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
そ
れ
以
外

の
治
山
被
害
に
つ
い
て
は
、
県
に
お
い
て

調
整
さ
れ
る
が
、
出
来
る
限
り
採
択
さ
れ

る
よ
う
、
要
望
し
て
い
る
。

　
　
総
務
委
員
会

 　
　
　
　
　
　
（
付
託
案
件
１
件
）

　 　 常 任 委 員 会

平
成
29
年
度
決
算
を
審
査

　
決
算
特
別
委
員
会

決算特別委員会の様子

昨年の台風 21 号による被害
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議
案
第
49
号
桜
井
市
地
域
子
育
て
支
援
拠
点

設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
抜
粋
）

問�　
ド
レ
ミ
の
広
場
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
た
の
か
。

答�　
子
ど
も
た
ち
が
覚
え
や
す
い
三
文
字
と

し
て
、
子
育
て
の
一
歩
を
音
階
の
ド
レ
ミ

に
例
え
、
親
し
み
や
す
く
し
た
。
公
募
は

せ
ず
、
職
員
一
同
で
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
行
っ

た
。

問�　
つ
ど
い
の
広
場
利
用
者
の
来
場
手
段
と

利
用
率
は
ど
う
か
。

答�　
つ
ど
い
の
広
場
へ
の
来
場
手
段
と
し
て

は
、
車
で
の
来
場
者
が
多
く
、
そ
れ
以
外

に
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
方
が
お
り
、
年
間

１
万
人
の
利
用
者
が
い
る
。

議
案
第
50
号
桜
井
市
市
民
活
動
交
流
拠
点
設

置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
抜
粋
）

�

問�　
市
民
活
動
交
流
拠
点
の
設
置
は
、
経
費

削
減
の
た
め
、臨
時
職
員
の
配
置
を
せ
ず
、

委
託
業
務
で
対
応
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

答�　
人
員
の
配
置
は
課
題
で
あ
り
、業
務
内
容

な
ど
精
査
し
、継
続
し
て
検
討
し
て
い
く
。

※
議
案
第
52
号
桜
井
市
ま
ほ
ろ
ば
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
抜
粋
）

問�　
ま
ほ
ろ
ば
セ
ン
タ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

よ
る
、
桜
井
駅
前
へ
の
波
及
効
果
は
ど
う

か
。

答�　
駅
前
北
口
に
つ
い
て
は
、
ホ
テ
ル
ル
ー

ト
イ
ン
の
建
設
が
決
定
し
、
南
口
本
町
通

り
に
お
い
て
は
、
櫻
町
珈
琲
店
や
フ
ラ
ン

ス
料
理
店
の
開
店
、
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り

会
社
を
中
心
と
し
て
、
伊
勢
街
道
を
蘇
ら

せ
る
動
き
が
出
る
な
ど
、
街
一
体
が
連
携

す
る
こ
と
で
、
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
機
運

が
高
ま
っ
て
い
る
。

問�　
財
政
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
中
、
将
来

的
な
事
業
の
継
続
が
危
惧
さ
れ
る
。事
業
の

検
証
・
精
査
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答�　
本
市
に
と
り
、
大
き
な
事
業
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
年
度
単
位
で
の
検
証
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
２
、３
年
は
業
務
委
託

と
し
、
事
業
の
歳
入
歳
出
の
実
績
に
よ
り

指
定
管
理
者
制
度
も
比
較
検
討
し
な
が

ら
、
再
度
検
証
を
行
い
た
い
。

議
案
第
56
～
62
号
市
道
路
線
の
認
定
に
つ

い
て
（
抜
粋
）

問�　
外
山
地
内
31
号
線
で
は
、
道
路
に
亀
裂

が
確
認
さ
れ
る
。
寄
附
時
の
状
況
は
ど
う

で
あ
っ
た
か
。

答�　
所
有
者
か
ら
の
寄
附
に
際
し
、
道
路
排

水
な
ど
確
認
し
、
亀
裂
に
関
し
て
は
問
題

な
い
と
判
断
し
寄
附
を
受
け
た
。

問�　
大
福
地
内
２
号
線
終
点
で
は
、
里
道
と

市
道
と
の
間
に
段
差
が
あ
り
、
危
険
と
感

じ
る
が
、
開
発
業
者
へ
安
全
上
の
問
題
と

し
て
指
導
は
行
っ
た
か
。

答�　
大
福
地
内
２
号
線
の
北
側
の
回
転
広
場

に
隣
接
す
る
里
道
は
、
60
セ
ン
チ
ほ
ど
の

段
差
が
認
め
ら
れ
る
。
道
路
基
準
で
は
、

１
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
場
合
は
安
全
柵
を

設
置
す
る
な
ど
対
応
が
必
要
で
あ
る
が
、

基
準
を
超
え
て
い
な
い
た
め
、
開
発
を
許

可
し
て
い
る
。
地
域
住
民
か
ら
要
望
な
ど

が
あ
れ
ば
、
業
者
と
相
談
す
る
な
ど
安
全

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

問�　
市
道
認
定
後
に
お
い
て
、
工
事
中
に
道

路
が
破
損
し
た
場
合
、
瑕か

し疵
責
任
は
市
に

あ
る
の
か
。

答�　
開
発
業
者
と
の
事
前
協
議
の
中
で
、
寄

附
後
の
２
年
間
は
開
発
業
者
が
対
応
す

る
。
そ
れ
以
後
は
、
市
が
補
修
す
る
。

問�　
市
道
路
線
と
し
て
寄
附
を
受
け
る
場
合

は
、
道
路
路
盤
や
路
床
な
ど
の
検
査
は
市

で
行
っ
て
い
る
の
か
。

答�　
宅
地
造
成
が
完
了
し
た
時
点
で
、
開
発

業
者
が
行
っ
た
検
査
資
料
の
提
出
を
受

け
、
市
で
確
認
し
合
格
し
た
も
の
に
つ
い

て
、
市
道
認
定
す
る
。

　
　
文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
　
　
　（
付
託
案
件
３
件
）

　
　
産
業
建
設
委
員
会

 　
　
　
　
　
　
（
付
託
案
件
１
件
）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 決 算 特 別 委 員 会 ・ 常 任 委 員 会　 　 常 任 委 員 会

大福地内2 号線現場確認の様子

※�

「
今
回
の
条
例
執
行
に
関
し
て
は
、毎

年
事
業
の
進
捗
状
況
、前
年
度
に
実
施

し
た
事
業
内
容
及
び
財
政
運
営
に
与
え

る
影
響
額
を
検
証
報
告
す
る
と
と
も

に
、市
民
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
強

く
求
め
る
」と
い
う
付
帯
決
議
を
付
し

て
、
委
員
会
と
し
て
可
決
し
ま
し
た
。
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土家　靖起 議員

市歌の普及について

問 本市では、昭和 57 年に制定された桜井市
歌 ｢万葉のふるさと｣ は、35 年以上に渡

り市民に親しまれているが、近年は、市庁舎内の
チャイムで鳴らされるだけとなり、市民の皆様が
この素晴らしい市歌を耳にする機会が減っている。
市ホームページやごみ収集車など、様々な機会を
通じて、市歌の普及に努めてはどうか。

答 ひとりでも多くの市民の方が市歌に触れて
いただけるよう、市庁舎・図書館等の公共

施設内や市が主催する行事の際は、市歌を流す機
会を設ける。市ホームページでの発信、楽曲の権
利関係を整理し CD 化する等の方法で普及させた
い。また、ごみ収集時において、市歌を流すことは、
広く市民に普及させる手法として効果的と考えて
いる。先進事例を踏まえ検討していきたい。

【その他の質問項目】●公共交通について●学校のクーラー
の設置について●桜井市火葬場の再整備について

大園　光昭 議員

公立幼小中学校エアコン設置に
ついて

問 本年は、1898 年の統計開始以降、5 番目
に高い気温となった。６月から８月の平均

気温は、上昇傾向が続いており、100 年当たり約
1.11℃の割合で上昇、今もなお、連日の猛暑日が
続いているとある。去る７月 30 日に公明党桜井
市議団として、松井市長、上田教育長に対し、熱
中症対策他、緊急要望書を提出した。本市として、
エアコン設置について、政府、文科省に陳情・請
願など具体的にどのような行動を起こされたのか
聞きたい。

答 私も奈良県市長会長として、直接荒井知事
にエアコン整備に係る県独自の補助制度の

設立を重ねて強くお願いした経緯もある。10 月
には、国に対して市町村のエアコン整備事業につ
いての請願陳情活動を行っていきたいと考えてい
る。

【その他の質問項目】●木質資源利活用について

　阪口　豊 議員

纒向遺跡のガイダンス施設と
その周辺整備について

問 本市には、歴史と魅力ある社寺等が数多く
あり、その中心となるのが纒向遺跡である

と考える。昨年、遺跡の見える化として大型建物
跡の列柱整備が行われたが、遺跡範囲が広大で、
全容解明にも長い年月がかかることから、早期に
ガイダンス施設の整備が必要と感じる。市長に纒
向遺跡の整備や活用の取り組みについて聞きたい。

答 纒向遺跡内には、国の史跡指定を受けてい
る遺跡があり、平成 27 年には、遺跡の保

存活用の指針となる史跡纒向遺跡・史跡纒向古墳
群保存活用計画書を策定した。平成 28 年には便
益施設の建設、平成 29 年には辻地区内に大型列
柱を建て、見える化を図った。ガイダンス施設は
地元区長をはじめ有識者の指導のもと、内容の検
討をしている。国内最大と言われる広大な史跡整
備には、市の財政状況や事業の優先順位を勘案し、
できるだけ早期に進めていきたい。

【その他の質問項目】●通学路等の安全対策について

健康管理とトレーニング施設
について

問 昨年の第２回６月定例会において健康管理
とトレーニング施設について質問してか

ら、１年３ヶ月が過ぎようとしているが、その後
の年間利用者や施設の周知活動、また、トレーニ
ング室の活用のあり方について体育協会も含めど
のように検討されたか。

答 平成 29 年度トレーニング室の利用者数は
690 人、平成 30 年度４月から８月末まで

は 313 人で昨年とほぼ同様の利用率である。また、
施設の広報については十分な活動は行なえていな
い。トレーニング室のあり方については、新たな
器機を導入するまでに他市の事例を研究し積極的
に取り入れたい。器機の設置はリース契約、toto
スポーツ振興基金助成事業の応募等の手法を検討
している。運営面として指定管理者である桜井市
体育協会に対し、積極的な研修会等への参加要請
やトレーニング教室の開設を申し入れた。

【その他の質問項目】●災害発生時の避難所開設について

�

代表質問「公明党」 代表質問「新政クラブ桜井」

一般質問一般質問

井戸　良美 議員

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 代 表 質 問 ・ 一 般 質 問　 　 一 般 質 問 ・ お 知 ら せ
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�

岡田　光司 議員

桜井市の教育行政について

問 エアコン設置は、本市として優先課題とし
て取り組む考えか。財源はどのように考え

ているか。保護者から支払われている PTA 会費と
は別の費用について調査し、確認されたか。熱中
症予防ガイドブックに気温が 35℃になると運動
は原則禁止とある、学校ではどのように対応して
いるのか。また、体育館にエアコン設置は考えて
いるのか。

答 子ども達の命を守るためにも最優先課題と
認識している。一般財源の支出を抑えるた

め国や県の補助を受けての整備事業となる。名称
は異なり徴収しているが、個人に還元できるよう
支出されている。不備がある場合、見直すよう指
示をしている。日中の気温等を考え、時間割変更
等を行っているところもある。体育館は今のとこ
ろ考えていない。

【その他の質問項目】● LGBT などの「性的マイノリティ」
の取り組みについて

　工藤　将之 議員

桜井市の財政について

問 本市の財政は、経常収支比率が平成 28 年
度全国ワースト５の 104.7％であった。平

成 29 年度はどうか。また、この９月議会にも今
までより維持費が増えていくような議案も上程さ
れている。将来、市の財政がさらに厳しいことに
なっていくことはないか。また、現在取り組んで
いるまちづくりは、いつ頃効果が出ると考えてい
るのか。

答 平成 29 年の経常収支比率は、退職者数減
などにより、103.6％と前年度に比べて

1.1％改善されたが、依然として厳しい状況にあ
る。新たな課題もうまれてくる中で、他市町村に
後れをとらず、また、持続可能な町としていくた
めに頑張っていきたい。まちづくりについては、
５年・10 年後に桜井の町は変わったと言われる
ように努力していきたい。

【その他の質問項目】●災害時における避難者受付票について

�
一般質問 一般質問

　吉田　忠雄 議員

奈良県がすすめる県域水道
一体化について

問 奈良県は県内の浄水場を奈良市緑ヶ丘、県
御所・桜井浄水場の３ヶ所に集約して、市

町村直営の浄水場を廃止していく ｢県域水道一体
化｣ をすすめているが、市の方針はどうか。広域
化に伴うメリット・デメリットについて議会での
十分な議論と市民に対する情報公開が必要と考え
るが、どうか。

答 県では、人口減少等の理由から近い将来、
単独市町村だけでは水道事業の継続が困難

になると想定し、県域水道一体化を推進している。
本市においても、広域化のメリット・デメリット
を十分検討し、平成 32 年度の一本化に関する覚
書の締結までに参加意思を判断したい。また、議
会や市民の皆さんには、検討内容が整えばその都
度報告したいと考えている。

【その他の質問項目】●市立小中学校へのエアコンの設置に
ついて

一般質問

　 　 一 般 質 問 ・ お 知 ら せ
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　委員会では所管事項に対する課題について、先
進自治体の取り組み等を調査・研究する行政視察
を行っています。日程・視察地・視察項目は次の
とおりです。詳細については、議会ホームページ
に掲載していますので、是非ご覧ください。
(http://www.city.sakurai.lg.jp/sosiki/
gikaijimukyoku/index.html)

▼募集内容
市内の「自然」「暮らし」「街並み」「イベント」
など桜井市の魅力を紹介できる写真・絵画・イ
ラスト作品

※�３月・６月・９月・12 月の季節感を感じるもの
が望ましいですが、それ以外のものも大歓迎です。

▼選考方法　議会広報委員会で選考します。
※�応募については、議会ホームページもしくは

議会事務局（ 42 - 9132）へ問い合わせて
ください。

委員会名 日程 視察地 視察項目

総務
委員会

10/30

10/31

滋賀県草津市 草津未来研究所（自治体内シンクタンク）の取り組みについて

大阪府箕面市 財政運営基本条例について

産業建設
委員会

10/17

10/18

三重県伊賀市 観光施策とまちづくりの取り組みについて

愛知県大府市 バイオマス産業都市構想の取り組みについて

～

～

　8 月 8 日㊌に開催された第 2 回奈良県市議会議長会において、市議会議員として市政の発展
に尽くされた功績が讃えられ、本市から次の 3 名の議員が勤続 15 年の表彰を受けられました。
これを受け 9 月 3 日㊊定例会の開会日において、札辻議長より各議員へ表彰状が手渡されまし
た。
　　　　　　　　　　　　　　　　岡田光司議員 　　東俊克議員　 　土家靖起議員　15 年表彰

永年勤続表彰

平成30年度 行政視察

議会だよりの表紙写真・絵画・イラスト募集

総務委員会視察の様子 産業建設委員会視察の様子
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10
月
28
日
、
第
25
回
桜
井
市
環
境
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
、

入
選
者
に
よ
る
環
境
作
文
優
秀
作
品
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

作
文
か
ら
子
ど
も
達
の
環
境
に
対
す
る
思
い
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

第 25回桜井市環境フェア

環境作文・環境川柳
優秀作品（敬称略）

　
こ
の
桜
井
市
に
は
、
た
く
さ
ん

の
ご
み
が
落
ち
て
い
る
。
桜
井
市

を
き
れ
い
に
す
る
に
は
、や
は
り
、

落
ち
て
い
る
ご
み
を
な
く
さ
な
い

と
い
け
な
い
と
ぼ
く
は
思
う
。
そ

こ
で
ぼ
く
が
考
え
た
対
処
法
は
四

つ
あ
る
。

　
一
つ
目
は
、
自
分
で
出
し
た
ご

み
は
自
分
で
し
っ
か
り
と
処
分
す

る
事
だ
。
自
分
で
出
し
た
ご
み
を

処
分
し
な
い
と
桜
井
市
が
ど
ん
ど

ん
住
み
に
く
い
町
に
な
る
か
ら

だ
。

　
二
つ
目
は
、
ご
み
が
落
ち
て
い

た
ら
、他
人
の
物
で
も
拾
う
事
だ
。

こ
う
い
っ
た
事
を
桜
井
市
の
み
ん

な
で
や
っ
て
い
っ
た
ら
、
き
っ
と

桜
井
市
が
き
れ
い
で
美
し
い
町
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
う

い
っ
た
優
し
い
事
を
し
て
い
る

と
、
い
つ
か
自
分
に
返
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。

　
三
つ
目
は
、
桜
井
市
を
き
れ
い

な
町
に
す
る
と
い
う
事
を
心
が
け

る
事
だ
。
そ
の
事
を
心
が
け
て
い

る
と
、
ご
み
を
捨
て
る
人
が
と
て

も
減
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

捨
て
る
人
が
減
る
と
、
拾
う
人
も

減
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ

ご
み
を
拾
う
必
要
が
な
く
な
り
、

自
然
と
町
が
き
れ
い
に
変
わ
り
ま

す
。

　
四
つ
目
は
、
桜
井
市
は
住
み
良

い
町
で
す
が
、
も
っ
と
住
み
良
い

町
に
し
て
い
く
事
だ
。
一
人
一
人

が
そ
の
意
識
を
高
め
る
事
で
、
さ

ら
に
、
住
み
良
い
町
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　
ぼ
く
は
、
こ
れ
か
ら
桜
井
市
を

さ
ら
に
き
れ
い
に
出
来
る
よ
う
に

努
力
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
作

文
を
読
ん
で
桜
井
市
を
さ
ら
に
き

れ
い
に
し
よ
う
と
思
う
人
が
い
た

ら
う
れ
し
い
で
す
。

環
境
作
文
　
小
学
生
の
部

み
ん
な
で
桜
井
市
を
き
れ
い
に

桜
井
西
小
学
校
六
年　
田
中
颯
人

環
境
作
文
　
中
学
生
の
部

大
三
輪
中
学
校
二
年   　
木
春
果

物
を
大
切
に

　
み
な
さ
ん
は
、
物
を
大
切
に
で

き
て
い
ま
す
か
。

　
私
は
、
物
を
大
切
に
す
る
努
力

を
小
さ
い
頃
か
ら
し
て
い
ま
す
。

親
や
先
生
か
ら
よ
く「
物
を
大
切

に
出
来
る
子
は
友
達
の
こ
と
も
大

切
に
出
来
る
子
」と
教
え
ら
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
は
そ
の
言

葉
を
普
段
か
ら
思
い
な
が
ら
生
活

を
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
は
、物
に
人
間
と
同

じ
よ
う
な
感
情
が
あ
る
と
思
い
ま

す
か
。

　
私
は
、
あ
る
と
思
い
ま
す
。
人

間
は
、
周
り
か
ら
大
切
に
さ
れ

た
り
人
の
役
に
立
つ
と「
う
れ
し

い
」と
思
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
傷
つ
け
ら
れ
た

り
見
離
さ
れ
た
り
す
る
と
誰
も
が

「
嫌
」「
悲
し
い
」と
思
う
は
ず
で
す
。

で
も
、
こ
の
感
情
は
人
間
だ
け
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
物
も
人
間

と
同
じ
よ
う
に
、
使
っ
て
く
れ
て

い
る
人
に
き
れ
い
に
優
し
く
大
切

に
さ
れ
た
り
、
使
っ
て
く
れ
て
い

る
人
の
役
に
立
つ
と「
う
れ
し
い
」

と
思
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
傷
つ
け
ら
れ
た
り
捨
て
ら

れ
た
り
す
る
と
い
く
ら
物
で
あ
っ

て
も
人
間
と
同
じ
よ
う
に「
嫌
」「
悲

し
い
」と
思
う
は
ず
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
物
に
も
人
間
と

同
じ
よ
う
な
感
情
が
あ
る
と
す
る

と
み
な
さ
ん
が
使
っ
て
い
る
物
の

感
情
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

い
ま
使
っ
て
い
る
物
の
感
情

が
、
良
い
の
か
悪
い
の
か
を
考
え

て
あ
げ
る
こ
と
が
物
を
大
切
に
で

き
る
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

物
が
い
ら
な
く
な
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
捨
て
る
の
で
は
な
く
リ
サ
イ
ク

ル
を
し
た
り
誰
か
に
あ
げ
る
な
ど

工
夫
す
る
こ
と
も
物
を
大
切
に
で

き
る
一
歩
に
な
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。

　
世
界
中
の
人
が
物
を
大
切
に
出

来
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
私
は

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
私
は
、
た

く
さ
ん
の
人
に
物
を
大
切
に
す
る

よ
う
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
私
は
誰
よ
り
も
物
を
大

切
に
出
来
る
人
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

環
境
川
柳
入
選
作
品

　
環
境
フ
ェ
ア
に
応
募
さ
れ
た
多

数
の
環
境
川
柳
の
中
か
ら
、
入
選

の
環
境
川
柳
優
秀
作
品
を
発
表
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

桜
井
市
環
境
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
賞

　
十
五
夜
の

　
冴
え
渡
る
よ
な
　
町
づ
く
り

　
　
　
　

 　
桜
井
市　
村
上
勝
美

桜
井
市
長
賞

　
車
か
ら

　
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
　事
故
に
な
る

　
　
　
　 

　
桜
井
市　
　

 

岡
秀
一

桜
井
川
柳
会
会
長
賞

　
ル
ー
ル
守
ろ
う

　
あ
な
た
一
人
の
　
町
じ
ゃ
な
い

　
　
　
　 

　
桜
井
市　
村
島
順
子
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市
民
課
一
部
業
務
の

休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す

▽�

開
庁
日
時　
12
月
23
日
㊐
㊗

　
午
前
９
時
～
午
後
１
時

▽
取
り
扱
い
業
務

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
・

交
付
、　

住
民
票
の
写
し
等
や
戸

籍
証
明
、
印
鑑
証
明
書
の
発
行
、

印
鑑
登
録

※�

住
所
異
動
、
戸
籍
異
動
な
ど
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
　
市
民
課
（

内
線
５
３
５
）

口
座
振
替
済
通
知
書
の

送
付
を
廃
止
し
ま
す

　
こ
れ
ま
で
、
市
税
を
口
座
振
替
で

納
付
し
て
い
た
人
に
口
座
振
替
済
通

知
書
を
送
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
省

資
源
化
推
進
等
の
た
め
、
今
年
度
か

ら
廃
止
し
ま
す
。
振
替
結
果
に
つ
い

て
は
通
帳
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
継
続
検
査（
車
検
）が
必

要
な
車
両
の
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

は
引
き
続
き
６
月
中
旬
に
継
続
検
査

用
の
納
税
証
明
書
を
送
付
し
ま
す
。

▽�

対
象
税
目　
市
県
民
税
、
固
定
資

産
税
、
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車

税
　
　
税
務
課
収
納
管
理
係
（

内
線

５
７
０
）

高
額
療
養
費
の
申
請
は

済
ん
で
い
ま
す
か
？

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
の
人

で
、
月
の
１
日
～
末
日
ま
で
の
医
療

費
の
自
己
負
担
額（
保
険
外
治
療
等

を
除
く
）
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
、

申
請
が
認
め
ら
れ
る
と
限
度
額
を
超

え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給

さ
れ
ま
す
。
申
請
に
は
病
院
の
領

収
書（
コ
ピ
ー
不
可
）が
必
要
で
す
。

医
療
費
控
除
を
利
用
す
る
人
は
確
定

申
告
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
請
に
必
要
な
持
ち
物　
国
民
健

康
保
険
証
、認
印
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
等
、世
帯
主
名
義
の
通
帳
、

病
院
の
領
収
書

※�

桜
井
市
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健

康
保
険
に
加
入
中
の
人
は
、
診
療

月
に
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
・　
　
保
険
医
療
課
保
険
年
金
係 

（

内
線
５
２
６･

５
２
７
）

生
産
緑
地
を

所
有
し
て
い
る
人
へ

　

平
成
４
年
12
月

に
生
産
緑
地
に

指
定
さ
れ
た
田
畑

は
、
平
成
34
年
12

月
に
営
農
を
継
続

す
る
期
限
で
あ
る

30
年
を
迎
え
ま
す
。
昨
年
度
に
法
律

が
改
正
さ
れ
、
生
産
緑
地
の
所
有
者

に
引
き
続
き
営
農
を
行
う
意
向
が
あ

れ
ば
、
税
制
や
規
制
等
が
現
在
と
同

じ
状
況
で
生
産
緑
地
制
度
を
10
年
間

延
長
で
き
る「
特
定
生
産
緑
地
」と

い
う
制
度
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
今
後
、
特
定
生
産
緑
地
へ

の
指
定
意
向
を
確
認
す
る
作
業
を
行

い
ま
す
。
生
産
緑
地
の
所
有
者
は
、

平
成
34
年
度
ま
で
に
土
地
利
用
に
つ

い
て
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
都
市
計
画
課
景
観
ま
ち
づ
く
り

係
（

内
線
２
２
３
）

問

広告に関する問い合わせは、大光宣伝 0120-540-888 へ

広
告

　
　
行
政
情
報

申
問 怪しい勧誘に

注意を

　市から委託を受けているか
のように装い、家庭を訪問し
て言葉巧みに宅地内の排水設
備（下水道排水管・ます等）
の点検・清掃・修理を勧誘す
る事例があります。市では、
一般家庭の排水設備に関して、
点検・清掃・修理などを行っ
て金銭を請求することは一切
ありません。また、調査など
で訪問する場合は、市が発行
した身分証明書を必ず携帯し
ています。怪しい勧誘に注意
してください。

問下水道課（ 42‐9211）

問

問
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取
り
壊
さ
れ
た
建
物
の

届
出
は
お
早
め
に

　

12
月
末
日
ま

で
に
建
物
を
取

り
壊
さ
れ
た
場

合
は
、
平
成
31

年
２
月
末
ま
で

に
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

取
り
壊
し
の
届
出
が
な
い
と
来
年

度
以
降
も
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ

た
ま
ま
に
な
り
ま
す
。

　
　
税
務
課
固
定
資
産
税
係
（

内

線
５
４
３・５
４
４
）

自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

①
自
衛
官
候
補
生

▽�

資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

▽�

受
付
期
間　
随
時
受
付
中

▽�

試
験
日　
受
付
時
に
お
知
ら
せ

②
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

▽�

資
格　
中
卒
（
見
込
含
）で
17
歳

未
満
の
男
子

▽�

受
付
期
限　
平
成
31
年
１
月
７
日

▽�

試
験
日　
１
次
：
平
成
31
年
１
月

19
日　
２
次
：
平
成
31
年
２
月
１

日
～
４
日

③
貸
費
学
生
（
技
術
）

▽�

資
格　
大
学
の
理・工
学
部
の
３
、

４
年
次
ま
た
は
大
学
院
（
専
門
職

大
学
院
を
除
く
）
修
士
課
程
在
学

（
正
規
の
修
業
年
限
を
終
え
る
年

の
４
月
１
日
現
在
26
歳
未
満
（
修

士
課
程
在
学
者
は
28
歳
未
満
））

の
人

▽�

受
付
期
限　
平
成
31
年
１
月
７
日

▽�

試
験
日　
平
成
31
年
１
月
26
日

　
・　
　
自
衛
隊
天
理
募
集
案
内
所

（

０
７
４
３
‐
63
‐
２
５
４
０
）

応
急
手
当
普
及
員
講
習

（
講
習
種
別
Ⅰ
）

　
　
　

　

応
急
手
当
普
及

員
は
、
自
身
が
所

属
す
る
事
業
所

（
デ
パ
ー
ト
、
ホ

テ
ル
、
駅
舎
等
多

数
の
者
の
出
入
り

す
る
事
業
所
）
の

従
業
員
や
防
災
組
織
な
ど
の
構
成
員

を
対
象
に
、消
防
機
関
と
連
携
し
て
、

救
命
講
習
の
指
導
を
す
る
人
の
こ
と

で
す
。

▽�

日
時　
平
成
31
年
１
月
30
日
㊌
～

２
月
１
日
㊎

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

▽�

場
所　

か
し
は
ら
安
心
パ
ー
ク

（
橿
原
市
東
竹
田
町
）

▽�

申
込
方
法　
12
月
３
日
㊊
～
21
日

㊎
に
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
各
消

防
署
へ
受
講
申
込
書
を
持
参

※�

詳
細
は
、
奈
良
県
広
域
消
防
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。
申
込
用
紙

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
・　
　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合

桜
井
消
防
署
救
急
課
（

42
‐

４
１
１
９
）

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

　
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
は
、
防

火
管
理
者
に
必
要
な
講
習
修
了
資
格

を
新
規
に
取
得
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
防
火
管
理
者
に
選
任
さ
れ
る
た

め
に
は
、講
習
修
了
資
格
の
ほ
か
に
、

そ
の
防
火
対
象
物
ま
た
は
事
業
所
に

お
い
て
、
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務

を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
管
理
的
又
は
監
督
的
な
地
位
に
あ

る
」
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
受
講
に
必
要
な
要
件
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

日
時　
平
成
31
年
１
月
31
日
㊍
・

２
月
１
日
㊎

▽
場
所　
中
央
公
民
館
大
会
議
室

▽
費
用　
７
、５
０
０
円

▽�
申
込
期
間　
12
月
19
日
㊌
～
21
日

㊎
※�

受
講
申
込
書
・
受
講
票
お
よ
び
振

込
用
紙
は
、
桜
井
消
防
署
に
あ
り

ま
す
。

　
・　
　
（
一
社
）
奈
良
県
防
災

安
全
協
会
（

０
７
４
２
‐
22
‐

２
１
１
９
・
FAX

０
７
４
２
‐
26
‐

６
８
８
７
）

申
問

広
告

　
　
募
集

申
問

問

申
問
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広報わかざくら　平成30年12月号

市
立
小
中
学
校
・
幼
稚
園
の

講
師
登
録

　
平
成
31
年
度
の
市
立
小
学
校
・
中

学
校
及
び
幼
稚
園
の
講
師
の
採
用

（
補
充
）を
予
定
し
て
い
ま
す
。
講

師
を
希
望
す
る
教
員
免
許
状
を
持
っ

て
い
る
人
、
ま
た
は
取
得
見
込
み
の

人
は
、
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

登
録
方
法　
必
要
書
類（
履
歴
書・

教
員
免
許
状
の
写
し
・
免
許
更
新

を
終
え
た
人
は
そ
の
証
明
書
の
写

し
）
を
左
記

へ
提
出　

　
・　
　

学
校

教
育
課（

内

線
６
１
８
）

「
多
武
峰
談
山
神
社
の

絵
巻
を
読
む
」
講
演
会

　
談
山
神
社
に
は
、
神

社
の
歴
史
を
描
い
た

『
多
武
峯
縁
起
絵
巻
』

（
四
巻
）
と
平
安
中
期

の
高
僧
増
賀
の
逸
話

を
記
し
た『
増
賀
上
人
行
業
記
絵
巻
』

（
二
巻
）
の
二
種
の
絵
巻
物
が
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
。
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
投

射
で
画
像
を
紹
介
し
な
が
ら
、
そ
の

魅
力
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

▽�

日
時　
12
月
２
日
㊐

　
　
　
　
午
後
２
時
30
分
～
４
時

▽
場
所　
中
央
公
民
館
大
会
議
室

▽�

講
師　
千
本
英
史
さ
ん（
奈
良
女

子
大
学
文
学
部
言
語
文
化
学
科
教

授
）

▽
定
員　
１
０
０
名

▽
費
用　
無
料

　
・　
　
奈
良
女
子
大
学
社
会
連
携

セ
ン
タ
ー
（

０
７
４
２
‐
20
‐

３
７
３
４
）
平
日
午
前
10
時
～
午
後

５
時ぴ

ー
す 

お
ぶ 

さ
く
ら
い

人
権
展

▽�

日
時　
12
月
６
日
㊍
～
10
日
㊊
午

前
９
時
～
午
後
５
時（
平
日
の
み
）

▽
場
所　
市
役
所
２
階
大
会
議
室

▽�

内
容　
市
内
小
中
学
生
作
成
の
人

権
ポ
ス
タ
ー
を
展
示

　
　
人
権
施
策
課
人
権
係
（

内
線

５
６
１
）

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

40
団
体
験
集
会

～
ダ
ン
ボ
ー
ル
織
り
機
で

　
　
　
　
　
　
楽
し
い
編
み
物
～

▽�
日
時　
12
月
16
日
㊐
午
前
10
時
～

正
午
（
午
前
９
時
50
分
受
付
）

▽�

場
所　
中
央
公
民
館
研
修
室
１

▽�

対
象　
就
学
前
１
年
～
小
学
３
年

▽
定
員　
親
子
５
組
（
先
着
順
）

▽�

費
用　
無
料

▽�

持
ち
物　
古
く
な
っ
た
毛
糸

▽�

申
込
締
切
日　
12
月
10
日
㊊

　
・　
　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
40
団

中
野（

47
‐
７
８
１
８
）

広告に関する問い合わせは、大光宣伝 0120-540-888 へ

広
告

申
問

よしもとお笑いライブ

▽日時　12月16日 ㊐
　午後６時～（開場：午後５時 30 分）

▽内容　新喜劇、漫才

▽ �出演　川畑泰史、西川忠志、吉田裕、笑い飯、
トータルテンボス、銀シャリ、スーパーマ
ラドーナ、チョコレートプラネット、おか
ずクラブほか

▽ �費用　前売：4,500 円、　当日：5,000 円
　　　　（全席指定）
※４歳以下は席上無料。席が必要な場合有料。

　 ・　 市民会館
（ 45‐0964

FAX‌46‐2002）
※㊊㊋は休館

申
問

問

申
問

申問

　
　
催
し
・
講
座
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市
観
光
協
会
主
催
事
業

①�

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト　
三
輪
の
神
々

を
訪
ね
る

　
市
観
光
ボ
ラ
ン
チ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が

三
輪
の
町
を
案
内
し
ま
す
。

▽�

開
催
日　
12
月
15
日
㊏
・
平
成
31

年
１
月
19
日
㊏

▽�

集
合
時
刻
・
場
所　
午
前
９
時
45

分
・
JR
三
輪
駅

▽�

コ
ー
ス 

（
約
３
㎞
）　
JR
三
輪
駅 

→
大
神
神
社
→
狭
井
神
社
→
大
美

和
の
杜
展
望
台
→
久
延
彦
神
社
→

若
宮
社
→
JR
三

輪
駅
（
正
午
頃

解
散
）

▽
費
用　
無
料

※
予
約
不
要

②
拓
本
教
室

　
市
内
に
あ
る
万
葉
歌
碑
の
レ
プ
リ

カ
を
使
用
。
気
楽
に
楽
し
め
ま
す
。

▽
日
時　
12
月
12
日
㊌

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午　

▽�

場
所　
商
工
会
館
３
階

▽
費
用　
１
人
１
、０
０
０
円

▽�

申
込
方
法　
３
日
前
ま
で
に
電
話
、

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
、
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

年
齢
・
性
別
を
記
入
し
左
記
へ

　
・　
　
（
一
社
）
桜
井
市
観
光

協
会　
（

・
FAX‌

42
‐
７
５
３
０
、

〒
６
３
３
‐
０
０
６
３
大
字
川
合

２
６
０
‐
２
商
工
会
館
２
階
）

第
103
回

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

「
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
」

▽���

日
時　
12
月
13
日
㊍

　
午
後
０
時
15
分
～
０
時
45
分

▽
場
所　
市
民
会
館
ロ
ビ
ー

▽�

出
演
者　
丸
谷
千
夏
さ
ん
（
マ
リ

ン
バ
）、
中
村
真
紀
子
さ
ん
（
ピ

ア
ノ
）

　
 

文
化
を
考
え
る

桜
井
市
民
の
会
（

０
９
０
‐
６
７
５
１

‐
５
７
０
８
）

ア
ク
リ
ル
タ
ワ
シ
作
製
講
座

　

大
和
川
の
水

質
汚
濁
源
の
約

７
割
が
生
活
排

水
で
す
。
洗
剤

を
使
わ
な
く
て

も
食
器
の
汚
れ

が
よ
く
落
ち
、

川
に
も
手
に
も
や
さ
し
い
ア
ク
リ
ル

タ
ワ
シ
。
そ
の
編
み
方
や
、
他
に
も

川
を
汚
さ
な
い
家
庭
で
で
き
る
ひ
と

工
夫
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

　
参
加
者
全
員
に
エ
コ
グ
ッ
ズ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
作
成
し
た
ア
ク
リ
ル
タ

ワ
シ
は
持
ち
帰
れ
ま
す
。

▽�

日
時　
平
成
31
年
１
月
24
日
㊍

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽
場
所　
中
央
公
民
館
大
会
議
室

▽
定
員　

 

50
名
（
先
着
順
）

▽
費
用　
無
料

▽�

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
で
、
代
表

者
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
参
加

人
数
を
左
記
へ

　
・　
　
奈
良
県
河
川
課
ア
ク
リ
ル

タ
ワ
シ
講
座
係
（

０
７
４
２
‐
27

‐
７
５
０
４
）

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア

（
企
業
合
同
説
明
会
）を
開
催

　
普
段
着
の
ま
ま
で
気
軽
に
参
加
で

き
る
就
活
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▽
日
時　
12
月
24
日
㊊

　
　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
５
時

▽
場
所　
奈
良
県
文
化
会
館

▽�

出
展
企
業　
県
内
に
就
業
地
が
あ

る
企
業
65
社
程
度
※
企
業
の
詳
細

は
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

▽�

対
象　
平
成
31
年
３
月
卒
業
予
定

の
学
生
、平
成
33
年
卒
業
の
学
生
、

15
歳
～
40
歳
代
前
半
の
求
職
者
お

よ
び
復
職
・
転
職
を
希
望
す
る
人

な
ど

▽
費
用　
無
料

※�

奈
良
県
産
業
魅
力
発
信
フ
ェ
ア
が

同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

※�

予
約
し
た
人
に
奈
良
県
優
良
企
業

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。　

　
・　
　

奈
良
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会
（

０
７
４
２
‐
81
‐

３
６
３
９
）

広
告

問

申
問

申
問

申
問
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広報わかざくら　平成30年12月号

平
成
31
年
版
桜
井
・
宇
陀
の

フ
ォ
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
販
売

▽�

仕
様　
Ａ
２
サ
イ
ズ
13
枚
組
（
表

紙
含
む
）

▽
販
売
数　
１
５
０
部
（
先
着
順
）

▽
価
格　
７
０
０
円
（
送
料
別
）

▽�

申
込
方
法　
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
部
数
を
記
入
し
左
記
へ

※�

代
金
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
受
領
後
、

送
料
と
と
も
に
同
封
の
振
込
用
紙

で
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
・　
　
桜
井
宇
陀
広
域
連
合
事
務

局
（
〒
６
３
３
‐
０
１
１
２
大
字
初

瀬
１
６
２
６
‐
１

47
‐
７
０
７
７

FAX‌

47
‐
７
０
７
８
）

大
丈
夫
で
す
か
？

水
道
の
冬
じ
た
く

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な

る
と
、
水
道
管
の
水
が
凍
っ
て
、
水

が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り

す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

家
庭
で
は
、

次
の
点
に
注

意
し
、
水
道

管
を
凍
結
か

ら
守
り
ま
し

ょ
う
。

・
水
道
管
の
冬
じ
た
く

北
向
き
・
風
当
た
り
の
強
い
場
所

お
よ
び
露
出
し
て
い
る
水
道
管
・
屋

外
の
散
水
栓
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
・

蛇
口
・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
は
、

市
販
の
防
寒
材
ま
た
は
毛
布
・
布
・

縄
な
ど
を
巻
き
、
そ
の
上
に
ビ
ニ
ー

ル
な
ど
で
カ
バ
ー
を
し
、
直
接
水
が

か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
水
道
管
が
凍
っ
た
ら

タ
オ
ル
や
布
を
か
け
、
そ
の
上
か

ら
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
溶

か
し
て
く
だ
さ
い
。

・
水
道
管
が
破
裂
し
た
ら

止
水
栓
や
ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ
等
を

締
め
て
水
を
止
め
、
市
の
指
定
工
事

店
に
修
繕
の
依
頼
を
し
て
く
だ
さ

い
。（
指
定
工
事
店
の
問
い
合
わ
せ

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
水
道

お
客
様
セ
ン
タ
ー
へ
）

　

水
道
施
設
課
（

42
‐

９
２
１
１)

サ
ル
が
出
没
！
注
意
を

　

今
年
市
内

で
、
山
間
地
だ

け
で
な
く
市
街

地
で
も
サ
ル
の

目
撃
情
報
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
や
捕
獲
檻
の
設
置

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
サ
ル
を
見
か

け
た
と
き
は
次
の
こ
と
を
守
り
、
冷

静
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

・
近
寄
ら
な
い

・
目
を
あ
わ
せ
な
い

・�

大
き
な
声
を
出
さ
な
い

・
驚
か
せ
な
い 

・�

絶
対
に
エ
サ
を
与
え
な
い

・
エ
サ
を
見
せ
な
い 

・�

戸
締
ま
り
を
徹
底
し
、
家
へ
の
侵

入
を
防
ぐ

　
　
農
林
課
農
業
振
興
係
（

内
線

３
４
４
）

広告に関する問い合わせは、大光宣伝 0120-540-888 へ

広
告

申
問

露出管は、防寒材を必ず
取り付けてください。

メーターボックス内に
は、ぼろ布や発泡スチロ
ールなどを箱いっぱい
につめてください。

＜回収日＞
月・木コース 12 月 18 日㊋
火・金コース　1月 24 日㊍
＜出し方＞
　危険ごみ（スプレーカン・カ
セットボンベ・使い捨てライター
等）は、中身を使い切り、穴を
あけないで、危険ごみ回収日に、
集積場所のコンテナに入れてく
ださい。
※�回収日以外でもグリーンパー

クに持ち込んでもらうと、無
料で引き取ります。 

  問　環境部業務課
　　（ 45‐2001）

問

問

危険ごみ回収日
のお知らせ

　
　
お
知
ら
せ
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善
意
銀
行
（
10
月
分
）

　
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
、
金
銭

や
物
品
な
ど
の
善
意
の
気
持
ち
を
お

預
か
り
し
、
福
祉
事
業
へ
の
援
助
に

活
用
し
て
い
ま
す
。

・
朝
倉
台　
植
田
工
務
店
様

５
、０
０
０
円

・
桜
井
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

　
　
　
　
　
　
１
７
６
、１
２
４
円

▽��

預
け
入
れ
先　

善
意
銀
行
（
社

会
福
祉
協
議
会
内

42
‐

２
７
２
４
）・
社
会
福
祉
事
務
所

年
末
火
災
予
防
運
動

　
年
末
は
何
か
と
慌
た
だ
し
く
、
火

の
取
り
扱
い
も
お
ろ
そ
か
に
な
り
、

乾
燥
な
ど
で
火
災
が
発
生
し
や
す
い

気
候
を
迎
え
ま
す
。

　
市
民
の
火
災
予
防
意
識
を
高
め
る

た
め
、
左
記
の
と
お
り
年
末
火
災
予

防
運
動
を
実
施

し
ま
す
。
尊
い

命
・
貴
重
な
財

産
を
火
災
か
ら

守
る
た
め
、
今

一
度
火
の
怖
さ

を
思
い
浮
か
べ

て
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　
12
月
１
日
㊏
～
31
日
㊊

全
国
統
一
防
火
標
語　

　
「
忘
れ
て
な
い
？　

サ
イ
フ
に
ス

マ
ホ
に　
火
の
確
認
」

�

桜
井
消
防
署
で
は

次
の
こ
と
を
実
施
し
ま
す

◇�

防
火
査
察

大
型
物
品
販
売
店
舗
へ
の
査
察　
　

◇
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

住
宅
火
災
警
報
器
の
設
置
や
維

持
管
理
等
の
推
進

◇
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
推
進

地
震
の
揺
れ
を
感
知
し
電
気
を

自
動
的
に
止
め
る
器
具
の
推
進

◇
放
火
火
災
予
防

火
災
原
因
の
全
国
第
１
位
で
あ

る
放
火
（
放
火
の
疑
い
含
む
）

を
さ
れ
な
い
環
境
作
り

放
火
さ
れ
な
い
た
め
に
・
・
・

・�

家
の
ま
わ
り
を
明
る
く
し
ま
し

ょ
う

・�

ご
み
は
収
集
日
、
時
間
等
の
ル

ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

・�

倉
庫
、
空
き
家
、
車
庫
等
に
は
、

確
実
に
施
錠
を
し
ま
し
ょ
う

・�

家
の
ま
わ
り
に
は
紙
く
ず
、
ご

み
等
の
燃
え
や
す
い
も
の
を
放

置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

年
末
特
別
警
戒
を
実
施
！

　

年
末
の
火
災
多
発
期
に
は
住
民

の
防
火
意
識
の
向
上
と
火
災
へ
の

警
戒
心
を
喚
起
し
、
生
命
・
財
産

の
保
全
の
た
め
に
特
別
警
戒
を
実

施
し
ま
す
。

▽�

日
時　

12
月
27
日
㊍
～
30
日

　
　
　
　

午
後
８
時
～
10
時

▽
警
戒
区
域

　

①
桜
井
消
防
署
：
市
内
全
域

　

②�

東
出
張
所 

：
初
瀬
地
域
周
辺

問　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
桜
井

消
防
署
（

42
‐
４
１
１
９
）

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

年
末
年
始
の
案
内

　　
捕
獲
・
引
き

取
り
の
年
内
最

終
対
応
日
は
12

月
20
日
㊍
で

す
。
新
年
は
、

平
成
31
年
１
月

４
日
㊎
か
ら
対
応
を
開
始
し
ま
す
。

　
緊
急
出
動
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
随

時
対
応
し
ま
す
。

　
　
中
和
保
健
所
生
活
衛
生
課
（

48‌

‐
３
０
３
３
）

広
告

今
月
の
市
税
・
保
険
料
　

■
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
〈
３
期
分
〉

■
国
民
健
康
保
険
税
〈
６
期
分
〉

■
介
護
保
険
料
〈
６
期
分
〉

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
〈
６
期
分
〉

納期限は
12/25㊋です。
�納 め 忘 れ の な い よ う、
注意してください。

問
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お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
「
わ
か
ざ
く
ら
」
11
月
号
４

ペ
ー
ジ
に
次
の
通
り
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
誤
）�

資
金
不
足
比
率
に
関
す
る
表

４
行
目
桜
井
市
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計

（
正
）�

削
除
（
桜
井
市
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
は
平
成
28
年
度
末

を
も
っ
て
閉
鎖
し
て
い
ま
す
。）

第
13
回

桜
井
市
子
ど
も
駅
伝
大
会

▽
日
時
・
場
所　
12
月
８
日
㊏

　
〈
開
会
式
〉
午
前
９
時
30
分
・

　
総
合
体
育
館

　
〈
ス
タ
ー
ト
〉
午
前
10
時
・

　
総
合
体
育
館
前

　

�〈
閉
会
式
〉
午
前
11
時
40
分
（
予

　
定
）・
総
合
体
育
館

※
小
雨
決
行

▽�

コ
ー
ス　
芝
運
動

公
園
周
辺
約
1.9
㎞

※�

応
援
は
係
員
に
指

示
さ
れ
た
場
所
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

総
合
体
育
館（

45
‐
０
６
０
９
）

桜
井
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▽
日
時　
平
成
31
年
１
月
13
日
㊐

〈
受
付
〉
午
前
９
時
～

〈
開
会
式
〉
午
前
９
時
30
分

※
雨
天
決
行

▽
主
会
場　
総
合
体
育
館

▽�

費
用　
一
般
の
部
：
２
、０
０
０

円
、
そ
れ
以
外
の
部
：
無
料　

▽
締
切
日　
12
月
３
日
㊊

※�

総
合
体
育
館
に
所
定
の
申
込
用
紙

が
あ
り
ま
す
。

　
・　
　

総
合
体
育
館
（

45
‐

０
６
０
９
）

第
58
回
市
民
体
育
大
会

○
市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▽
日
時　
平
成
31
年
１
月
20
日
㊐ 

　
〈
受
付
〉
午
前
８
時
40
分
～

▽
場
所　
総
合
体
育
館

▽�

対
象  

20
歳
以
上
の
市
内
在
住
ま

た
は
在
勤
者
（
学
生
は
除
く
）

▽
種
目

Ⅰ
・
混
合
の
部

①�

20
歳
か
ら
53
歳
の
部
（
54
歳
以
上

の
人
を
含
む
編
成
も
可
）

※�

競
技
中
は
、
54
歳
以
上
の
人
が
同

時
に
４
名
出
場
す
る
こ
と
は
不
可

②
54
歳
以
上
の
部

Ⅱ
・
女
子
の
部

▽�

チ
ー
ム
構
成　
監
督
１
名
、
選
手

８
名
以
内（
監
督
は
選
手
兼
任
可
）

▽
締
切
日　
12
月
9
日
㊐

※�

総
合
体
育
館
に
要
項
・
所
定
の
申

込
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

○
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

▽�

日
時　
平
成
31
年
１
月
25
日
㊎
～

27
日
㊐
（
車
中
１
泊・現
地
１
泊
）

▽
集
合　
午
後
10
時
・
総
合
体
育
館

▽�

場
所　
北
志
賀
竜
王
ス
キ
ー
場

（
長
野
県
）

▽�

対
象　
小
学
１
年
生
以
上
で
市
内

在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▽
定
員　
60
名
（
先
着
順
）

▽
費
用　
２
３
、０
０
０
円

※�

定
員
に
な
ら
な
い
場
合
は
中
止
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※�

教
室
に
参
加
し
な
く
て
も
申
込
み

で
き
ま
す
。

　
・　
　

総
合
体
育
館
（

45
‐

０
６
０
９
）

せら知お

広報わかざくら　平成30年12月号

 マイナンバーカードをつくりませんか？
マイナンバーカードがあれば…
■�身分証明書として使えます
　顔写真が入っているので、免許
証等と同様に公的な身分証明書と
して広く使えます。税や社会保障
の手続きでマイナンバーが必要な
ときも１枚で OK。
■証明書のコンビニ交付サービスを利用できます
　全国のコンビニで、６：30 ～ 23：00 まで住民票の写し
や印鑑登録証明書、戸籍証明書を取得することができます。
また、桜井市ではコンビニ交付の方が窓口交付より 50 円
お得に取得できます。
■「マイナポータル」を通じた行政手続を利用できます
　パソコンやスマホから児童手当の手続きができたり、自
分にぴったりな子育てサービスが検索できるなど、便利な
サービスを利用できるようになります。（注 1）

■�自宅から、オンライン（e-Tax）で
確定申告ができます

　カードに電子証明書を搭載すれば、税務署
に出向くことなく、自宅でインターネットを利用して確定
申告ができます。（注 2）

（注 1・2）対応した IC カードリーダが必要です。
■�申請は…
　市民課窓口または郵送・パソコン・スマホ・証明写真機
で受け付けています。初回の作成は無料です。申請には写
真が必要になるため、事前に準備をしておいてください。
市役所１階にマイナンバーカード申請機能付の証明写真撮
影機を設置していますので、こちらも利用してください（撮
影は有料）。
　　市民課（ 内線 532・535）

申
問

申
問

問

マイナちゃん

　
　
ス
ポ
ー
ツ

問
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共に生きる
　今年は世界人権宣言が採択されて 70 年目の節
目です。国際連合は、1948（昭和 23）年 12 月
10 日の第３回総会において、世界における自由、
正義及び平和の基礎である基本的人権を確保する
ため、全ての人民と全ての国とが達成すべき共通
の基礎として、世界人権宣言を採択しました。
　エイズウイルス（HIV）やハンセン病などの感染
症に対する正しい知識と理解は、未だに十分とは
いえない状況です。エイズウイルス（HIV）は、性
的接触や血液による感染に留意すれば、日常生活
で感染する可能性はほとんどありません。
　ハンセン病は、らい菌という細菌による感染症
ですが、感染力は弱く、感染したとしても発症す
ることは極めてまれで、万一発病しても、現在で
は治療法も確立し、早期発見と適切な治療により
後遺症も残りません。

　先日、岡山県瀬戸内市にある国立療養所「長島
愛生園」を訪問したとき、歴史館の見学後、「長
島愛生園」自治会長からお話を伺いました。強制
隔離の下、生前に厳しい差別を受け、死後骨になっ
ても生まれ育った故郷に帰れず、受け入れてもら
えないというとても悲しい出来事が当たり前で
あったことを聞き、人間の尊厳が奪われることが
いかに残酷なことなのか、認識を新たにすること
ができました。
　12 月１日㊏、市立図書館で開催される世界人権
宣言記念第 37 回「人権文化を育てる市民の集い」
において、ハンセン病恢

かいふく
復者の

老女が人間の尊厳を失わず生き
ようとする姿を丁寧に描いた映
画「あん」を上映しますので、
ぜひ参加してください。

無料相談コーナー　　　　　　　　　　　　《市役所 42‐9111（代）》
相談名称 相談日 相談場所 問い合わせ先 備考

中南和法律相談センター
無料法律相談〈要予約〉

毎週火曜日
13:00 ～ 16:00

市役所１階
相談室

奈良弁護士会
（ 0742‐22‐2035）

相談日 2 週前の火
曜 9:30 受付開始。

弁護士による
無料法律相談〈要予約〉

12/13 ㊍
13:00 ～ 16:00

市民協働課市民生活係
（ 内線 534）

12/3 ㊊ 8:30 受
付開始。先着７名。
1 人 1 回限り。

税理士による
税務相談〈要予約〉

12/19 ㊌
13:00 ～ 16:00

12/5 ㊌ 8:30 受
付開始。先着５名。

司法書士による
法律相談〈要予約〉

① 12/14 ㊎
② 12/27 ㊍
13:00 ～ 16:20

①は 12/4 ㊋、②は
12/12 ㊌ 8:30 ～
相談日 2 日前まで
受付。先着５名。

行政書士による
法務相談〈要予約〉

12/28 ㊎
13:00 ～ 16:20

12/14 ㊎ 8:30 受
付開始。先着５名。

消費生活相談 平日10:00 ～ 16:00
12/29 ～ 1/3 は休み

市役所 2 階
消費生活センター

初回の受付時のみ
15:30 まで。

行政相談 12/12 ㊌
13:00 ～ 16:00

市役所１階
相談室

当日、市民協働課
で受付。

福祉の
心配ごと相談

毎週木曜日
10:00 ～ 15:00

保健福祉センター
「陽だまり」2 階

社会福祉協議会
（ 42‐2724）

電話相談（ 42‐
6804）もあり

（相談日のみ）

若者自立のための
相談会

㊐㊗除く毎日
9:00 ～ 18:00
12/29 ～ 1/4 は休み

桜井駅南口駅前
エルト桜井２階

若者サポートステー
ションやまと

（ 44‐2055） 

失業などによる暮らし
の困りごとの相談

平日 9:00 ～ 17:00
12/29 ～ 1/3 は休み

市役所 2 階
（支援センター内）

桜井市くらしとしごと
支援センター

（ 49‐3020）
人権擁護委員による
悩みごと相談

12/20 ㊍
13:00 ～ 16:00

市役所１階
相談室

人権施策課人権係
（ 内線 561）

女性相談
〈面接相談は要予約〉

12/26 ㊌
13:00 ～ 15:00

市役所１階
相談室

人権施策課男女共同参
画係（ 内線 564）

予約は当日の午前
中まで

奈良県子育て女性就職
相談（桜井出張相談）

12/10 ㊊
9:00 ～ 12:00

保健福祉センター
「陽だまり」2 階
会議室 1

桜井出張相談連絡先
（ 0742‐24‐1150）

予約は前々日の土
曜まで

人間の尊厳
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健康だより
このページの問い合わせ先は、
けんこう増進課（ 45 - 3443）へ

CKDのことをもっとよく知って
予防するために・・・

市民公開講座
8 人に 1 人が慢性腎臓病（CKD）!?
～新たな現代病 CKDを学んで予防しよう～

　CKD は誰でも発症する可能性があり、発見が遅れる
ことが多い病気です。これを機に CKD について考え、
あなたの腎臓を守りましょう！

▽日時　平成 31 年１月 13 日㊐
受付：午後１時～
講演：午後１時 30 分～

▽場所　市立図書館研修室 1

▽ �内容
■情報提供「データから見える桜井市の現状について」
■�講演「慢性腎臓病（CKD）を予防しよう！」
　～高血圧・糖尿病の人は要注意～　

講師：鮫島謙一さん
　　　（奈良県立医大付属病院勤務
　　　　　　　　　 腎臓内科専門医）

■情報提供「腎臓を守るための減塩食 」　
講師：生野由美さん
　　　（腎臓病療養指導士・管理栄養士）

▽定員　100 名（先着順）

▽費用　無料

▽ �申込方法　12 月 28 日㊎までに、電話でけんこう増
進課へ申込み

無料健康相談（予約が必要です）
　
　健診結果からわかる身体の状態や個別の改善策な
ど、あなたに必要な情報をお伝えします。栄養士が
フードモデルを利用しながら実際の食事量を指導す
ることも。
　相談時間の目安は１回につき 30 分程度です。

▽ �日時　12 月 7 日㊎・平成 31 年 1 月 24 日㊍
9：30 ～ 11：00�

▽場所　保健福祉センター「陽だまり」1 階

▽ �内容　生活習慣病に関する相談、保健師・管理栄養
士の健康相談、* 血圧測定、* 尿検査（* は必要な人）

▽ �持ち物　健康手帳、検査結果など

▽ �申込方法　電話でけんこう増進課へ申込み

40歳を過ぎたら
骨の状態を確認しましょう！
　
　骨粗しょう症とは、骨がもろくなり骨折しやすくなる
病気です。罹患する８割以上が女性と言われています。
その理由は、女性は閉経すると骨密度と骨量を維持する
働きのあるホルモン（エストロゲン）の分泌量が低下す
るからです。骨がもろくなっていても、自覚症状はあり
ません。閉経前から骨密度を測ることで、骨量のピーク
値を知り骨粗しょう症の予防・改善に役立ちます。この
機会に、自分自身の骨の状態を確認してみましょう。

▽ �日程　平成 31 年 2 月 28 日㊍まで

▽ �場所　市内実施医療機関　（桜井市 2018 年度健康カ
レンダーを確認してください）

▽ �対象　平成 30 年 3 月 31 日時点で下記の年齢に該当
する市内在住の女性
40 歳（S52.4.1～ S53.3.31生）
45 歳（S47.4.1～ S48.3.31生）
50 歳（S42.4.1～ S43.3.31生）
55 歳（S37.4.1～ S38.3.31生）
60 歳（S32.4.1～ S33.3.31生）
65 歳（S27.4.1～ S28.3.31生）
70 歳（S22.4.1～ S23.3.31生）�

▽ �内容　問診・骨のレントゲン又は超音波検査　

▽ �費用　1,300 円 ※無料になる人がいます。詳しくは
けんこう増進課まで

▽ �申込方法　直接市内実施医療機関へ申込み
※受診券がないと受診できません。　

胃がん・肺がん・大腸がん
セット検診（結核健診含む）

▽ �日時　平成 31 年 1 月 10 日㊍・11 日㊎・15 日㊋・
16 日㊌・18 日㊎・21 日㊊・22 日㊋ 
9：00 ～ 11：30（時間はこちらで指定します）

▽場所　保健福祉センター「陽だまり」1 階

▽対象　市内在住で 35 歳以上の人
※大腸がん検診のみ 40 歳以上

▽ �内容　胃がん検診：バリウムを飲
んでレントゲン撮影、肺がん検
診：レントゲン撮影と痰の検査（必
要な人のみ）、大腸がん検診：2
日間の便潜血検査

▽ �費用　胃がん…900 円、肺がん…無料（ただし痰の
検査が必要な場合は 300 円）、大腸がん…1,000 円

▽ �申込方法　事前に予約が必要です。電話で医療セン
ター（ 45‐2505）へ申込み（先着順）
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CKD（慢性腎臓病）ってどんな病気？

CKD とは、腎臓の働きが徐々に低下していくさまざま
な腎臓病の総称で、原因は糖尿病、高血圧、慢性腎炎
などがあります。

CKD の定義は、①尿蛋白など腎臓の障害がある②
eGFR が 60 未満に低下している①・②のいずれかまた
は両方が３ヵ月以上持続した状態です。

CKD 患者数は、全国的には約 8 人に 1 人と言われてい
ます。8 人に 1 人と聞いて、あなたはどう思いますか？
懸賞で 8 人に 1 人が当たると聞くと「自分にも当たり
そう」と思ったとしても、8 人に 1 人が腎臓病と言わ
れると「自分は大丈夫」と思う人が大半ではないでしょ
うか。しかし、この数値は他人事ではなくあなたや家族、
友人の中に CKD の人がいる可能性も大いにあります。

CKD の初期は、自覚症状がなく、貧血、疲労感、むく
みなどの症状が現れたときには、病気がかなり進行し
ている可能性があります。自覚症状がなくても健康診
断などで異常があれば、必ず再検査や専門医を受診し
ましょう。

腎機能は低下しても初期には自覚症状がなく
悪くなると元に戻らない！

　腎臓は、腰あたりに左右 1 個ずつあり、握りこぶ
しほどの大きさです。1 日にバケツ１杯（1,000 ～
1,500ml）の尿をつくり、体からいらなくなった物（老
廃物）を出し、血液をきれいな状態に保ちます。腎臓の
働きが低下すると、体内にたまった老廃物を人工的に
きれいにする透析が必要になります。腎機能は一度悪
くなると、二度と元には戻りません。今あなたの体に
ある腎臓を大切にしましょう。

慢性腎臓病は誰にでも起こる一般的な病気です

新たな生活習慣病である慢性腎臓病（CKD）を予防

慢 性腎臓病には、腎臓そのものが悪くなる場合と、糖尿病や高血圧から腎臓が悪くなる場合が
あります。糖尿病や高血圧を防ぐことで腎臓病を予防したり、その進行を遅らせたりするこ

とができます。

インフルエンザは例年 12 月～ 4 月頃に流行し、1 月末～ 3 月上旬にピークを迎えます。接
種を希望する人でまだ接種をしていない人は早めに受けましょう。

▽ �対象 　①接種時点で満 65 歳以上で自ら接種を希望する人、② 満 60 歳以上 65 歳未満で、
心臓・じん臓・呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスにより日常生活行動が極めて制
限されるほどの障がいがあり身体障害者手帳を持っている人で自ら接種を希望する人。

▽ �接種期間　12 月 31 日㊊まで（昭和 28 年 12 月生まれの人は、平成 31 年１月 31 日㊍まで）

▽ �費用　1,500 円
※�生活保護受給者と市民税非課税世帯の人は無料です。生活保護受給者は生活保護受給者証兼委

任証を医療機関で提示、市民税非課税世帯の人は接種前にけんこう増進課で手続きが必要です。
無料対象者であっても手続きなく接種した場合は、自己負担金は無料になりません。

※期間を過ぎた場合や同じ年度内で２回目以降の接種は全額自己負担になります。

▽ �場所　市内予防接種実施医療機関（桜井市 2018 年度 健康カレンダーを確認してください）
※事前に予約が必要です。
※�市外の医療機関で接種する場合は、印鑑と接種料金を持参のうえ、接種前にけんこう増進課での手続き

が必要です。

高齢者（満 65 歳以上）の
インフルエンザ予防接種は12 月末で終了します。

腎臓は老廃物を排出するほかにも・・・

血液中の水分や
イオンバランスを
一定に保つ

赤血球をつくる働きを
助けるホルモンを分泌

血圧を適切に
コントロールする

ビタミン D を
活性化して
骨を丈夫にする
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�

■人件費の状況（普通会計決算）

区分 住民基本台帳
人口（30年1月1日） 歳出額(A) 実質収支 人件費（B） 人件費率

（B/A）
28年度の

人件費率（参考）

29年度 57,944人 239億9,085万円 2億5,480万円 35億8,907万円 15.0％ 17.3％
※人件費には、退職金のほか、特別職・議員の給料・報酬なども含みます。
※普通会計とは一般会計の一部を除いた数値で、特別会計や上水道事業会計等は含まれません。

■職員給与費の状況（普通会計決算）

区分 職員数
（A）

給与費 1人当たりの
給与費（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

29年度 438人 15億4,069万円 3億2,406万円 6億2,507万円 24億8,983万円 568 万円
※職員手当には退職手当を含みません。
※職員数は平成 29年 4月 1日現在の人数です。

人事行政運営などの状況
市職員の給与や職員数などの概要を公表します。　問　人事課（ 内線 316）

■経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
区分 経験年数10年 経験年数20年 経験年数30年

一般
行政職

大学卒 258,967円 361,050円 －

高校卒 227,000円 303,400円 388,800円

技能労務職 － 300,633円 380,600円

■平均年齢、平均給料月額および平均給与月額
区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 40.0歳 307,162円 381,027円

技能労務職 44.3歳 315,852円 384,311円

教育職 41.0歳 334,348円 382,474円
※�平均給料月額とは、30年4月1日現在における各職種ごとの職員の基本給の
平均です。

※�平均給与月額とは、給料月額と諸手当（扶養手当・地域手当・住居手当・時間
外勤務手当など）を合計したものです。

■特別職の報酬等の状況（30年4月1日現在）

区分 月額 期末手当
（29年度支給割合 ） 退職手当（算定方式）

給料

市長 735,000円（1,050,000円） 6月期1.55月
12月期1.75月

計3.3月

給料年額×在職年数×54/100

副市長 663,000円（885,000円） 給料年額×在職年数×31.5/100

教育長 584,000円（730,000円） 給料年額×在職年数×22.5/100

報酬

議長 618,000円 6月期1.55月
12月期1.75月

計3.3月
副議長 531,000円

議員 498,000円
※市長は30％、副市長は25％、教育長は20%の減額を行っています。（　　）内の金額は条例上の給料月額です。

■初任給の状況
区分 初任給

一般
行政職

大学卒 179,200円

高校卒 147,100円

技能労務職 161,158円

　総括

　職員の平均給与月額、初任給等の状況

　特別職の報酬等の状況
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■諸手当（29年度決算）

手当名 支給実績 1人当たり
平均支給年額

扶養手当
扶養親族に応じて支給 4,510万円 206,878円

地域手当
支給率3％ 5,228万円 111,471円

住居手当
支給限度額27,000 円 3,106万円 260,992円

通勤手当
距離区分に応じて支給 2,784万円 70,667円

時間外勤務手当 1億737万円 295,793円

宿日直手当
日直勤務：1回 4,200 円 51万円 4,200円

管理職手当
主幹級以上の職員が対象 5,620万円 669,048円

特殊勤務手当
手当数：14種類 2,489万円 136,767円

■一般行政職の級別職員数等の状況（30年4月1日現在）

区分 標準的な
職務内容

職員数
（人）

構成比
（％）

1級 主事補・技師補 49 17.9
2 級 主事・技師 28 10.3
3 級 主任 60 22.0
4 級 係長・主査 16   5.9
5 級 副主幹・主査 48 17.6
6 級 主幹 25 　9.2
7 級 課長 36  13.2
8 級 部長・次長 11    4.0

■部門別職員数の状況（各年4月1日現在）
区分 職員数（人） 対前年

増減数部門 29年 30年

一
般
行
政
部
門

議会 4 4 　0
総務 76 76 　0
税務 25 26 　1
農水 14 14 　0
商工 9 10 　1
土木 38 38 　0
民生 125 137 　12
衛生 91 91 　0
小計 382 396 　14

特別行政部門
（教育） 56 47 　△9

普通会計 計 438 443 　5

公
営
企
業
等

会
計
部
門

水道 13 13 　0
下水道 10 9 　△1
その他 20 17 　△3
小計 43 39 　△4

合計 481 482 　1

■年齢別職員構成の状況（30年4月1日現在）

区分 20歳
未満

20歳～
23歳

24歳～
27歳

28歳～
31歳

32歳～
35歳

36歳～
39歳

40歳～
43歳

44歳～
47歳

48歳～
51歳

52歳～
55歳

56歳～
59歳

60歳
以上 計

職員数
（人） 2 16 60 57 48 52 62 62 35 41 44 3 482

・�分限処分（心身の故障などにより職務を果たせない場合、公務能率の維持を図るための処分）…休職 10人
・�懲戒処分（公務員としてふさわしくない非行があった場合、道義的責任を追及する処分）…停職 1人

　職員数の状況

　職員の手当の状況

■期末手当・勤勉手当（29年度）
1人当たり平均支給額 142万円

期末手当 2.6月分
勤勉手当 1.8月分

※職制上の段階、職務の級等による加算措置あり

■退職手当（30年 4月1日現在）
支給率 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 19.6695月 24.586875月

勤続25年 28.0395月 33.27075月

勤続35年 39.7575月 47.709月

最高限度額 47.709月 47.709月
その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（２～ 30％加算）

1 人当たり
平均支給額 274 万円 2,251万円

※�１人当たりの平均支給額は、前年度に退職した全職
種に係る職員に支給された退職手当の平均額です。

■職員数の推移（各年4月1日現在）
年度

部門別
25年 26年 27年 28年 29年 30年 過去5年の

増減数（率）
一般行政 365 365 369 375 382 396 31(108.5%)
教育 74 61 59 59 56 47 △27(63.5%)

普通会計 計 439 426 428 434 438 443 4(100.9%)
公営企業等会計 計 49 48 46 45 43 39 △10(79.6%)

総合計 488 474 474 479 481 482 △6(98.8%)

　職員の分限処分と懲戒処分の状況（29年度）	
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市 では、毎年「財政状況の公表」を行っています。今回は、
平成 30年度上半期（平成 30年４月～９月）の予算の執行

状況などについてお知らせします。※表示単位未満は四捨五入し
ていますので、値が合計等と異なる場合があります。
問 財政課（ 内線 321・325）

　平成 30年度の一般会計当初予算額は235億 6,200 万円で始まりました。そこに、前年度
から繰り越された災害復旧事業や市道の維持修繕事業などの費用と、当初予算編成後の補正
予算を加えますと、9月30日現在の一般会計予算額は243億4,653 万円となります。

平成30年度上半期

桜井市財政状況

特別会計

会計名 予算額 収入済額 支出済額
下水道事業 20 億 4,360 万円 3 億 4,225 万円 7億 1,998 万円
住宅新築資金
等貸付金  7,615 万円  976 万円  5,624 万円

国民健康保険 61 億 3,563 万円 29 億 1,261万円 24 億 7,088万円

駐車場事業 1 億 5,637 万円  1,678 万円 1 億 3,326 万円

介護保険 59 億 1,231 万円 22 億 8,999万円 22億 1,078 万円

後期高齢者医療 7 億 8,037 万円 2 億 4,095 万円 1 億 5,577 万円

合計 151 億 442万円 58 億 1,234万円 57 億 4,690万円

予算額 執行額
収
益
的

収入 13億 9,608 万円 5億 9,686 万円

支出 14 億 6,209 万円 3 億 4,288 万円

資
本
的

収入 4 億 9,095 万円  3,601 万円

支出 8 億 4,256 万円  7,404 万円

　特定の事業を扱う特別会計の当初予算は総額 146 億 8,074 万円で始
まり、補正予算を加えて総額 151億 442万円となっています。

公営企業会計（水道事業）

財政調整基金 7 億 3,265 万円
卑弥呼の里・
桜井ふるさと基金  6,065 万円

主な基金

一般会計 203 億 1,000 万円
下水道事業特別会計 108 億 2,123 万円
住宅新築資金等貸付金特別会計  3,375 万円

桜井市水道事業会計 12 億 5,652 万円

土地（地積） 1,153,254㎡
建物（延面積） 245,881㎡
有価証券 357 万円
出資による権利 4 億 186 万円
基金（現金） 21 億 8,509 万円
基金（土地） 2,125㎡

歳入 予算額　 243 億 4,653 万円
収入済額 107億 5,071 万円

市税

地方交付税

国庫支出金

62 億 6万円
39億 8,939 万円

55億 7,000 万円
34億 6,118 万円

市債

その他

27 億 6,825 万円
0万円

43億 4,966 万円
16億 7,380 万円

54億 5,855 万円
16億 2,634 万円

38.5％

0.0％

29.8％

64.3％

62.1％

歳出 予算額　  243 億 4,653 万円
支出済額　 84 億 4,308 万円

民生費

総務費

衛生費

公債費

その他

26 億 5,571 万円
7億 1,630 万円

22億 327万円
9億 4,354 万円

79億 9,360 万円
21億 2,031 万円

86億 5,166 万円
36億 6,264 万円

28億 4,230 万円
10億 30万円

27.0％

26.5％

42.3％

35.2％

42.8％

一般会計

市債現在高 市有財産の状況

収入率 44.2％ 執行率　34.7%

※収入率および執行率は、科目ごとの予算額に対する収入済額および支出済額の割合を示したものです。
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初瀬・朝倉台線（桜井駅北口～吉隠） 全日運行

南循環線（桜井駅北口→仁王堂（済生
会中和病院前）→桜井駅南口）

30～31日のみ
運行（西北部循
環線は土日祝
ダイヤ）

西北部循環線（桜井駅北口→イオン→
山の辺病院→桜井駅北口）

多武峯線（桜井駅南口～談山神社） 全日運行
（土日祝ダイヤ）

コミュニティバス運行状況（12/30～1/3）

※�初瀬・朝倉台線は、12月 22 日㊏～平成 31年 1月
6日㊐の間、学校休校日ダイヤで運行。
問奈良交通榛原営業所（ 0745‐82‐2201）

月日 月・木コース 火・金コース 粗大ごみ ごみ搬入（時間）

12
月

22 日 土 － －
受付できません

午前 8時 40分～ 11時 30分

23 日 日 － － 受付できません

24 日 月 もやせるごみ －

通常通り受付
（ 46‐3030）
午前 9時～正午
午後 1時～ 4時

通常通り受付
午前 8時 40分～ 11時 30分

午後 1時～ 4時

25 日 火 ダンボール もやせるごみ

26 日 水 ペットボトル もやせないごみ

27 日 木 もやせるごみ ダンボール

28 日 金 雑誌・牛乳パック もやせるごみ

29 日 土 もやせるごみ カン

30 日 日 － もやせるごみ 午前 8時 40分～ 11時 30分
午後 1時～ 3時

31 日 月 － － 受付できません 午前 8時 40分～ 11時 30分

翌
年
１
月

1 日 火 － －

受付できません 受付できません2 日 水 － －

3 日 木 － －

4 日 金 ビン もやせるごみ 通常通り受付 通常通り受付

ごみの収集・搬入（12/22～ 1/4）    問環境部（ 45‐2001）

12 月 28日㊎ 毎月 1日コースを収集

12月 29日㊏・30日㊐ 毎月 2日コースを収集

12月 31日㊊～
平成 31年1月 3日㊍ 休業

平成 31年 1月 4日㊎～ 通常どおり

市役所（ 42‐9111）

12/29 ～ 1/3

市民会館（ 45‐0964）

中央公民館（ 45‐0965）

総合体育館（ 45‐0609）

総合福祉センター（ 43‐1658）

市立図書館（ 44‐2600） 12/29 ～ 1/4

埋蔵文化財センター（展示室）
（ 42‐6005） 12/28 ～ 1/4

市営火葬場（ 42‐3520） 1/1 ～ 1/2

休日夜間応急診療所（ 45‐3720）
午前 10時～午後 2時
午後 6時～ 10時

診療日
12/30 ～ 1/3

※�年末の市民課窓口は大変混雑します。住民票・印
鑑証明・戸籍等証明が必要な人は早めに手続きを
お願いします。

市の施設休館情報（12/28～1/4）

※ごみの収集はクリーンカレンダー通りです。
※�粗大ごみは、29日までの受付分まで年内収集します。
※ �31 日に搬入できるごみは、市指定袋に入った「もやせるごみ」「もやせないごみ」および「資源物」です。

し尿の収集

問清掃公社（ 45‐2005）

年末年始情報
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久保田　靖次　さん

　
「
建
築
板
金
の
仕
事
を
始
め
た
の

は
15
、16
歳
ぐ
ら
い
や
っ
た
か
な
ぁ
。

も
う
80
歳
も
目
前
や
け
ど
、
ま
だ
ま

だ
現
役
や
。
も
う
屋
根
に
は
登
れ
ん

け
ど
ね
」。
久
保
田
靖
次
さ
ん
は
そ

う
言
っ
て
、
屋
根
か
ら
下
ろ
さ
れ
作

業
場
に
横
た
わ
っ
て
い
る
棟む
ね

や
鬼
飾

り
に
目
を
向
け
た
。
車
体
の
傷
を
修

理
す
る
板
金
と
は
違
い
、
久
保
田
さ

ん
が
扱
う
の
は
屋
根
や
雨
と
い
。
民

家
だ
け
で
な
く
、
神
社
や
寺
の
修
繕

も
行
う
。

　
信
頼
関
係
で
仕
事
を
任
さ
れ
る
た

め
、
同
じ
社
寺
か
ら
何
十
年
に
も
わ

た
っ
て
、
本
殿
や
門
な
ど
大
小
い
ろ

い
ろ
な
部
分
の
修
繕
を
頼
ま
れ
る
。

国
宝
や
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
る

全
国
の
有
名
社
寺
か
ら
依
頼
さ
れ
る

こ
と
も
多
い
。

　
久
保
田
さ
ん
が
扱
う
銅
板
は
一
般

的
に
60
年
は
持
つ
が
、
そ
の
上
に
貼

ら
れ
た
屋
根
が
檜ひ
わ
だ
ぶ
き

皮
葺
で
あ
る
と
、

30
年
ほ
ど
で
傷
み
が
出
て
く
る
た

め
、
30
年
に
一
度
は
葺
き
替
え
る
こ

と
に
な
る
。
大
工
や
檜
皮
職
人
が
屋

根
全
体
の
修
復
作
業
を
し
た
後
、
銅

板
が
貼
ら
れ
た
鴟し

び尾
な
ど
の
屋
根
飾

り
や
雨
ど
い
の
状
態
を
、
久
保
田
さ

ん
が
１
つ
ず
つ
丁
寧
に
見
る
。

　
古
い
銅
板
を
剥
が
し
た
後
、
ガ
ス

バ
ー
ナ
ー
の
炎
で
熱
し
て
柔
ら
か
く

し
た
新
し
い
銅
板
を
、
金
づ
ち
を

使
っ
て
型
に
沿
わ
せ
て
い
く
。
丁
寧

に
何
度
も
叩
く
と
、
型
に
ぴ
っ
た
り

と
引
っ
付
い
て
い
く
。
力
強
さ
と
繊

細
さ
の
両
方
が
必
要
に
な
る
仕
事

だ
。
若
い
頃
の
自
分
が
手
掛
け
た
屋

根
に
再
会
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
次

の
修
繕
は
自
分
で
は
な
い
誰
か
。
下

手
な
仕
事
は
で
き
な
い
。

　
そ
の
場
そ
の
場
に
合
わ
せ
た
作
業

の
繰
り
返
し
の
た
め
、
こ
の
歳
に

な
っ
て
も
ま
だ
修
業
中
だ
と
言
う
。

「
完
璧
や
な
っ
て
仕
事
は
今
で
も
ほ

と
ん
ど
な
い
。
た
だ
、
経
験
値
は

や
れ
ば
や
る

ほ
ど
確
実
に

上
が
っ
て
い

る
。
ス
ピ
ー

ド
や
体
力
は

落
ち
て
も
、

元
気
な
う
ち

は
ま
だ
ま
だ
続
け
た
い
で
す
わ
」
と

久
保
田
さ
ん
は
笑
っ
て
話
す
。

　
二
男
が
18
歳
の
頃
、
家
業
を
手
伝

う
と
言
っ
て
く
れ
た
。
こ
の
仕
事
を

継
い
で
ほ
し
い
と
言
っ
た
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
背
中
を
見
せ
て
い
る
う

ち
に
自
分
で
決
断
し
て
く
れ
た
の
は

こ
の
上
な
く
嬉
し
か
っ
た
。
父
の
目

か
ら
見
る
と
ま
だ
ま
だ
で
も
、
高
齢

と
な
っ
た
久
保
田
さ
ん
が
現
場
に
行

け
な
く
な
っ
た
分
、
息
子
が
全
国
の

社
寺
に
足
を
運
び
、
屋
根
に
登
っ
て

く
れ
る
。
頼
り
に
な
る
存
在
だ
。

　
神
社
や
寺
は
、
地
域
で
大
事
に
さ

れ
、
何
世
紀
も
前
か
ら
変
わ
ら
な
い

姿
で
建
っ
て
い
る
。「
自
分
の
手
が

け
た
仕
事
が
、
後
世
ま
で
立
派
に

残
っ
て
く
れ
る
な
ん
て
あ
り
が
た
い

ね
」。
久
保
田
さ
ん
が
修
復
し
た
銅

板
の
屋
根
飾
り
も
、
次
の
時
代
ま
で

つ
や
つ
や
に
輝
い
て
い
る
だ
ろ
う
。

仕
事
は
、
各
現
場
に
合
わ
せ
て
や

る
。
同
じ
仕
事
は
な
い
か
ら
、
こ

の
歳
で
も
ま
だ
修
業
中
や
。

建築板金の職人。独立して約
38 年。民家だけでなく、長谷
寺や橿原神宮、春日大社、広島
県の厳島神社など有名社寺の修
復も数多く手がける。

  KUBOTA　        Yasuji

桜
井
を
つ
な
ぐ
人

そ
の
33
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子どものページ

つどいの広場　
大字粟殿1000 -1 保健福祉センター「陽だまり」　 43-9112

▽日時　月～金曜　9:00 ～ 16:00（祝日を除く）

▽対象　０歳～就学前の子どもとその保護者　※費用無料
イベント名 日時 内容等

年
齢
別

ふ
れ
あ
い
の
日

０歳児の日（H29.4/2 生まれ以降） 12/12 ㊌ 9:00 ～ 12:00
クリスマスの飾りを作りましょう。

１歳児の日（H28.4/2 ～ H29.4/1 生） 12/19 ㊌ 9:00 ～ 12:00

２・３歳児の日（H26.4/2 ～ H28.4/1 生） 12/26 ㊌ 9:00 ～ 12:00 お正月の飾りを作りましょう。

誕生日会（12月生まれ） 12/18 ㊋ 11:30、14:30 みんなでお祝いをしましょう。

発育測定 12/14㊎ 10:30～11:30 身長・体重を計測できます。

クリスマス会 12/20㊍ 11:00～12:00 ピアノコンサートがあり、パネルシアターやみ
んなでダンスも！一緒に楽しく過ごしましょう。

※ 12/1 ㊏ 9:00 ～ 12:00 つどいの広場を開催します。家族そろって遊びに来てくださいね。
※ 12/29 ㊏～ 1/3 ㊍は休みです。

子育て支援センター やまぼうし　
大字谷 280 飛鳥学院保育所内　 45-4356 

▽日時　月～金曜　9:00 ～ 12:00、12:30 ～ 15:00
　　　　土曜日　　10:00～ 11:30

▽ �対象　０歳～未就園の子どもとその保護者　※費用無料
イベント名 日時

親子教室 お誕生会 12/4 ㊋ 10:30 ～ 11:30

特別企画
英語で遊ぼう 12/13 ㊍ 10:30 ～ 11:00

音で遊ぼう 12/20 ㊍ 10:30 ～ 11:30

ホール開放
12/ 1 ㊏ 10:00 ～ 11:30

12/15 ㊏ 10:00 ～ 11:30

親子ふれあい体操 12/7 ㊎ 10:30 ～ 11:30

クリスマス会 12/22 ㊏ 10:00 ～ 11:30

※ 12/27 ㊍～ 1/5 ㊏は休みです。

あなたの子育て応援隊
～子育て総合支援室よりお知らせ～

　妊娠中や子育て中に「困った」「心
配だな」ということがあれば、子育
て総合支援室に来てください。子育
て支援コーディネーター（保育士）
や保健師が、子育てについて一緒に考えたり、情報提供したり、
適切なところへつなぐ手伝いをしています。
その他にも…
　・地域に出向いてのミニつどいの広場
　・ママ友サークル支援
　・まだ使える育児用品の譲渡
　・「きらきら☆子育て通信」を毎月発行
詳しくは下記へ問い合わせてください。
問　子育て総合支援室（保健福祉センター「陽だまり」1階）
　　 47‐4626

乳幼児健診・相談・教室　

▽場所　保健福祉センター「陽だまり」1階　　　　　　　 ▽問い合わせ先　けんこう増進課（ 45‐3443）　　　　　　
行事 対象 日程 備考

4か月児健康診査 平成 30年 8月生 12/27 ㊍

受付時間　13：00～ 13：45
※ �2 歳 6か月児歯科健康診査は
　 9：00～ 9：45

10か月児健康診査 平成 30年 2月生 12/26 ㊌
1歳 6か月児健康診査 平成 29年 5月生 12/6 ㊍・20㊍
2歳 6か月児歯科健康診査 平成 28年 5月生 12/6 ㊍
3歳 6か月児健康診査 平成 27年 5月生 12/13 ㊍・25㊋

すくすく相談
生後 9か月未満 12/4 ㊋ 受付時間　9：30～ 10：30

持ち物　母子手帳生後 9か月～ 1歳７か月未満 12/21 ㊎

もぐもぐ教室 生後 5か月～ 8か月未満のお子
さんの保護者 12/19 ㊌ 実施時間　13：30～ 15：00

※けんこう増進課へ要予約（定員 12名）

マタニティ教室 妊娠 4か月～ 8か月未満の妊婦
とその家族

1/16 ㊌・1/21 ㊊・
1/28 ㊊

実施時間　9：30～ 12：00
※けんこう増進課へ要予約（定員 20名）

※各健診は個別案内を送りますので、詳細は個人通知を確認してください。

お待ちしています
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11
月
３
日
文
化
の
日
に
、
市
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

表
彰
は
、
市
の
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
自
治
・
産
業
・
観
光
な

ど
の
振
興
お
よ
び
公
益
の
増
進
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
、
市
民
の

模
範
と
し
て
そ
の
功
績
が
顕
著
な
人
に
贈
ら
れ
ま
す
。今
年
は
、

23
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
消
防
活
動
の
功
労
者
の
表
彰
は
、

新
年
１
月
５
日
の
消
防
出
初
式
に
行
い
ま
す
。

第
47
回
　
桜
井
市
表
彰

産
業
の
振
興

　
清
水 

正
男
さ
ん

　
豊
村 

史
郎
さ
ん

　
石
原 

秀
起
さ
ん

　
榊
原 

雅
彦
さ
ん

　
畑
中 

正
美
さ
ん

　
山
口 

隆
司
さ
ん

　
堀
山 

英
輔
さ
ん

　
梅
咲 

直
照
さ
ん

教
育
の
振
興

　
石
原 

義
曠
さ
ん

　
堀
山 

敏
機
さ
ん

　
上
名 

正
子
さ
ん

　
近
重 

徳
雄
さ
ん

　
田
村 

泰
さ
ん

社
会
福
祉
の
増
進

　

花
井 

克
子
さ
ん

　
大
西 

正
子
さ
ん

　
辻
本 

和
央
さ
ん

　
下
田 

福
雄
さ
ん

　
向
出 

多
加
子
さ
ん

　
赤
松 

幸
余
さ
ん

　
中
島 

靖
夫
さ
ん

　
吉
岡 

忠
亮
さ
ん

　
有
城 

完
次
さ
ん

自
治
の
振
興

　

堀
井 

利
明
さ
ん

図書館からのお知らせ
2018 図書館フェスティバル
●ブックリサイクル
持ち帰りの袋を持参してください。

12月15日㊏ 9:30 ～ 15:00

▽場所　研修室 2・3

●子ども読未知による
「絵本と音楽のコラボレーションコンサート」
「子ども読未知」と「吹奏楽団きしゃぽっぽ」が、絵
本『ちゃんがら町』の世界を再現します。

12月15日㊏ 14:00 ～ 15:00

▽場所　研修室 1

● 2018 桜井冬のプチ文化祭
～winter festival サンタが桜井にやってくる～

12月16日㊐ 12:30 ～

▽場所　研修室 1

▽ �出演　桜井高等学校…筝曲部、吹奏楽部、ギター部、
写真部（展示）・奈良情報商業高等学校…吹奏楽部、情
報研究部・関西中央高等学校…新体操部、軽音楽部、
吹奏楽部、コンピューター部、バトントワリング部

※詳細は館内ポスター・チラシで確認してください。

12月1日㊏ 15:00 ～ 15:40

▽担当　桜井おはなしの会

年末年始の休館（12 月 29 日㊏～平成 31 年１月４
日㊎まで）に伴って、特別貸出を行います。

▽期間　12月 15日㊏～ 28日㊎（火曜日は休館）

▽貸出冊数　10 冊

▽貸出期間　4 週間
※�詳細は館内の掲示を見るか、直接問い合わせてく
ださい。

次に読みたい人が待っている場合もありますので、
本の返却期限は必ず守ってください。

冬のおたのしみおはなし会（当日参加ＯＫ）

ホームページ

市立図書館
〒 633‐0051
　大字河西 31番地　　　　　
44‐2600　

FAX44‐2528

twitter

今月の休館日　毎週火曜日と第２金曜日（14日）

年末年始のお知らせ
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　昭和 45年に完成した当時の水道局本館
の写真です。現在も同じ建物を使用してお
り、水道総務課、水道施設課、下水道課が
日々業務を行っています。

昔の写真を探しています。心当たりがあれば、総
務課（ 42‐9111 内線 324）までお寄せくだ
さい。提供していただいた写真は返却いたします。

け
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さ
つ
コ
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ー

年
末
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始
の
交
通
事
故
防
止

　

年
末
年
始
は
、
交
通
事
故
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
交
通

安
全
「
さ
く
ら
い
」
を
実
践
し
、

交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

さ
あ
、
ど
う
ぞ
。
止
ま
っ
て

譲
ろ
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、
横
断
歩
道
は
歩
行
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先

暗
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道
、
目
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装
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運
転
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許
証
）
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事
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す
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前
に
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返
納

飲
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運
転
の
根
絶

盗
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に
あ
わ
な
い
た
め
に

　
年
末
年
始
に
は
空
き
巣
被
害
が

増
え
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

・�

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
や
防
犯
カ
メ

ラ
等
の
防
犯
機
器
の
活
用

・�

短
時
間
の
外
出
で
あ
っ
て
も
、

玄
関
・
勝
手
口
・
窓
等
の
施
錠

特
殊
詐
欺
に
あ
わ
な
い
た
め
に

　
県
内
の
振
り
込
め
詐
欺
被
害
額

は
、
９
月
末
現
在
４
億
円
で
、
昨

年
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

警
察
や
市
職
員
を
名
乗
る
人
か
ら

お
金
の
話
を
持
ち
か
け
る
電
話
が

あ
れ
ば
詐
欺
と
疑
っ
て
く
だ
さ

い
。「
お
か
し
い
な
」と
思
っ
た
ら
、

す
ぐ
家
族
に
確
認
す
る
か
桜
井
警

察
署（

46
‐
０
１
１
０
）ま
で
。

作り方
①�にんじんとりんごは厚さ 2mmのいちょう切り
にする。玉ねぎはみじん切りにする。

②�耐熱ボールに、にんじんとオレンジジュースを
入れふんわりとラップをかけ、600Wの電子
レンジで 3分加熱する。熱いうちにりんごを
加え混ぜ、再びラップをして 5分置く。りん
ごがしんなりしたら玉ねぎとAを加え混ぜる。

③�②を冷蔵庫で 30 分以上置き冷
やす。器にみじん切りにしたパ
セリと粗く刻んだナッツをふる。

　　　にんじんとりんごのサラダ

材 料 分量 (4 人分 )

にんじん………………180g
りんご…………………1/4 個
玉ねぎ……………………50g
オレンジジュース（100%）

………1/3 カップ

Ａ
オリーブ油………大さじ 2
酢…………………大さじ2
塩・こしょう…………各少々
パセリ……………………適量
ミックスナッツ…………15g

ま
ち
か
ら
の
お
便
り

桜
井
を
つ
な
ぐ
人
の
コ
ー
ナ
ー

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
音
羽
観
音

寺
。
市
内
な
の
に
行
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
バ
ス
停
か
ら

40
分
歩
い
て
で
も
、
行
き
た
く

な
る
内
容
で
す
。
今
度
行
こ
う

と
思
い
ま
す
。（
50
代・Ｈ
さ
ん
）

音
羽
観
音
寺
の
後
藤
密
榮
さ
ん

の
精
進
料
理
は
、
10
年
前
か
ら

作
り
始
め
ら
れ
た
の
で
す
ね
。

い
つ
も
楽
し
く
テ
レ
ビ
で
観
て

い
ま
す
。　
（
70
代
・
Ｔ
さ
ん
）

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
有
名
な
音
羽
観

音
寺
の
ご
住
職
。今
回
の
記
事
で
は
、

新
た
に
知
っ
た
人
に
も
、
す
で
に

知
っ
て
い
た
人
に
も
、「
そ
う
な
ん

だ
！
」
と
い
う
発
見
が
あ
る
よ
う

な
内
容
に
な
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

表
紙
の
か
わ
い
い
子
ど
も
の
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情
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各
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す
る
皆
さ

ん
の
写
真
を
微
笑
ま
し
く
拝
見

し
ま
し
た
。（
30
代
・
Ｙ
さ
ん
）

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
幅
広

い
世
代
が
校
区
ご
と
に
競
う
市
民

体
育
祭
。
今
年
も
天
候
に
恵
ま
れ
、

み
な
さ
ん
の
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の

笑
顔
と
声
援
で
、
会
場
は
一
日
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
３
年
連
続
で

纒
向
校
区
が
優
勝
で
し
た
が
、
さ

て
来
年
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

編
集
後
記

特
集
を
作
成
す
る
中
で
、
た
く
さ
ん

の
手
話
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

も
の
の
形
を
か
た
ど
っ
て
い
た
り
、

動
作
が
そ
の
ま
ま
表
さ
れ
て
い
る
だ

け
だ
っ
た
り
、
と
て
も
シ
ン
プ
ル
な

も
の
が
ほ
と
ん
ど
。
伝
え
る
た
め
に

は
表
情
も
大
事
で
す
ね
。（
土
家
）

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
１
か
月
。
み
な

さ
ん
は
今
年
１
年
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
た
か
？
私
は
部
署
異
動
に
な
り
、

新
し
い
業
務
を
早
く
吸
収
し
よ
う
と

奮
闘
し
た
１
年
で
し
た
。
来
年
も
よ

り
よ
い
紙
面
に
な
る
よ
う
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 （
村
上
）

今月の１品

《レシピ提供》桜井市食生活改善推進員協議会

エネルギー 119kcal 
塩分 0.1g

さくらい



学校エアコン設置にむけて文部科学省へ
　文部科学省の浮島とも子副大臣をはじめ奈良県選
出の国会議員に、市内小中学校へエアコンを設置す
るため、予算要望を行いました。松井市長が市の取
り組み状況について説明したことに対し、浮島副大
臣から、「子どもたちのため、国も全力でバックアッ
プしていきたい」と心強い言葉をいただきました。

東京フォーラムⅦ「卑弥呼」発見！
　『卑弥呼、以に死し、大いに冢をつくる』－卑弥
呼の墓－と題し、東京都にあるよみうりホールで講
演とシンポジウムを行いました。桜井市纒向学研究
センターの研究員や大学教授が講師をつとめ毎年人
気のフォーラム。会場いっぱいに集まった参加者は、
卑弥呼の時代の話を皆熱心に聞いていました。

桜井市

ＮＥＷＳPHOTO

❀
商店街に賑やかな声響く
　本町通り商店街でソラほんまちフェスタが開かれ、
家族連れなど多くの人が訪れました。地元の高校生
や地域の人が出店し、あちこちで買い物やゲームを
する賑やかな声が響きました。ハロウィン間近だっ
たこの日は、仮装を楽しむ姿も多く見られました。

練習の成果を発表しました
　桜井西中学校で合唱コンクールが行われました。
各クラス、金賞を目指して練習してきた成果を、全
校生徒と保護者の前で発表しました。発表前には円
陣を組んで士気を高めているクラスもあり、会場は
活気にあふれていました。最後は 3年生全員での大
合唱。元気な歌声が体育館に響き渡りました。

まほろばの里を歩く
　心地よい秋晴れのもと第 33回ウォーキングフェ
スティバルが開催され、市内外から 6,000 人を超え
る人が参加しました。体力に合わせた５コースに加
えて、みかん狩り体験と史跡めぐりコースがあり、
色付き始めたまほろばの里を楽しみながら、それぞ
れ芝運動公園のゴールを目指しました。

10/18木

10/26金

日10/14

広報わかざくら　平成30年12月号 34

10/27土

日11/4



図書館を丸ごと体験したよ
　指定障害福祉サービス事業所さくらんぼの利用者に向
けて、市立図書館を体験してもらうツアーが開催されま
した。はじめに、絵本などの読み聞かせの時間があり、
物語に合わせて体を動かしたり、一緒に声を出して楽し
みました。
　その後、図書館職員の説明を受けながら館内を一周。
本を借りる方法を聞いたり、どの棚にどんな本が並んで
いるかを教えてもらい、参加者は興味津々でした。自由
時間には、それぞれが好きな本や雑誌を手に取り、夢中
になって読んでいました。

掲載を希望する人は、総務課文書広報係（
42-9111 内線 324）まで。先着順。宗教団体・
政治団体や営利目的の投稿はできません。掲載
内容は要約することがあります。

奈良情報商業高校生徒による販売実習

■空き店舗を利用した「たまつえストア」
農産物や海産物、生徒が開発した商品を販売

12月 23日㊐㊗ 13:00 ～ 15:00
桜井本町通り商店街「ぜに宗」東隣

■商品開発部による「たまつえ露天市」
食品や文具、生徒が開発した商品等を販売

12月～ 2月の第2日曜13:00 ～ 15:00
桜井駅南口交番横広場
奈良情報商業高校（ 42‐4014）

所

趣味や特技を活かしませんか？

地域での集まりや福祉施設を訪問して演奏活
動のできる人を募集しています。楽器演奏やダ
ンス、落語などで楽しませてくれる人は、ぜひ下
記まで連絡ください。不定期な活動も可能です。　

桜井市ボランティアセンター
（ 42‐2724）

問

源氏物語「玉
たまかずら

鬘」ゆかりの地で
　紫式部の源氏物語第 22帖「玉鬘の巻」に登場す
る美貌の持ち主、玉鬘。そのゆかりの地であるこも
りくの初瀬に玉鬘神社が創祀されました。暖かな日
よりで天候にも恵まれたこの日は、創祀関連行事と
して落慶新社殿清祓祭が行われました。関係者参列
のもと粛々と儀式が執り行われました。

つなげよう！未来への産業！
　収穫の秋に市内の農業と商業、観光のマッチング
を目指して開催された第 8回さくらい農・商ふれあ
いフェスタ。会場になった市民体育館と前面駐車場で
は新米おにぎりや野菜たっぷり汁物ひみこ汁の振る
舞い、市内特産品の展示販売などの催しものがあり、
多くの来場者でにぎわいました。

金

日

11/11日
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11/9

主に市内で活動しているグループや団体の情報
を掲載するコーナーです。イベント告知・メン
バー募集などにお使いください。

土11/10

日
所
問
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市民の動き　　平成30年 10月31日現在（前月比）
　　　　　〈人口  57,443 人 (-48)〉〈男  27,380 人 (-16)〉〈女  30,063 人 (-32)〉〈世帯数  24,681 世帯 (+10）〉

今月のプレゼント（10名様）

 　　「名物ひろうす」5 個

　今月のプレゼントは、川辺豆腐店
の名物ひろうす（右写真）です。創業 80年の老舗豆
腐店。人気のひろうすは銀杏、し
いたけ、にんじんなど多くの食材
が入っており、ふわふわの食感で
絶品です。ぜひご賞味ください。

※�クイズ正解者の中から抽選でプレゼントが当たります。当
選者には市役所から「商品引換券」を発送しますので、直接
店舗に持参のうえ、プレゼントと引き換えてください。

※�発表は発送をもって代えさせていただきます。また、お送
りいただいた個人情報は、当選商品の発送のためにのみ使
用します。

広報クイズ
・�今年 3月に制定された手話への理解促進と普及を目指
す条例の名前は？

 「 桜井市　　　　　 つながる手話言語条例」

アンケート
・広報わかざくら 12月号のご意見、ご感想
・取り上げてほしい企画や内容

応募方法
クイズの答え、住所、氏名、年齢、アンケートを書いて、
ハガキ、FAXまたは右下のQRコードから応募してくだ
さい。
〒633 - 8585 桜井市役所総務課「広報12月号」係　
FAX 42 - 2656
締切：12月 14日㊎

こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
お
店
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

詳
細
は
総
務
課
文
書
広
報
係
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

★
川辺豆腐店
桜井市三輪 371 45-0798
営業時間：７時～18時、定休日：月曜日

１
６
９
号

JR
三
輪
駅

こちらから簡単
に応募できます

 
　　

かわいいお子さんの笑顔
を紙面で届けませんか？

神近 海
かい と
翔ちゃん

H27.8.1 生

福田 葵
あおい

ちゃん・蒼
そうた
太ちゃん

H30.3.20生・H30.3.20生
細田 柚

ゆず と
翔ちゃん

H30.7.24 生

芦田 匠
たくみ

ちゃん・奈
な な み

那美ちゃん

　　 H29.7.9生・H25.6.4生

永井 心
こは る
陽ちゃん

H28.4.14 生

岸本 藍
あい な
那ちゃん

H29.3.22 生
廣山 彩

あや な
奈ちゃん
H24.11.30 生

　このコーナーに掲載を希望する人は、氏名・連絡先・お子さんの名前（ふりがな）・生
年月日・性別を記入のうえ、写真を直接郵送、または右のQRコードから添付して送っ
てください。市内在住のお子さんに限ります。
　希望者が多数あるため、５歳までのお子さんに限らせていただいています（弟妹と一
緒の場合は除く）。ご了承のほどお願いします。ご応募お待ちしています！
※送っていただいた個人情報は、当該応募手続きのためにのみ使用します。

▽送付先・問い合わせ先　〒 633 - 8585 桜井市役所総務課 文書広報係（ 42 - 9111 内線 324）

クイズ
＆

プレゼント

こちらから簡単
に応募できます
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